iStorage NS の共有領域を管理する 


2 iStorage NS の共有領域を管理する 

♦ シヤ ドウ コピー 

♦ フアイルサ'ーバ'ーリソ'ースマネ 1 ージヤ'一 
♦ ディスククォータ 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する ( DFS ) 

♦ データ重複除去 


73 




iStorage NS の共有領域を管理する 


2.1 シヤドウコピー 

ユーザーがローカルのコンピューター上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態を保存しておく機能です。シャドウコピーサ 
ービスを有効にしておくと、管理者の手を煩わせることなく、ユーザーがサーバー上のファイルをシャド 
ウコピー取得時点の状態に戻すことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っています。ご使用の環境やファイルの利用方法な 
どに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、負荷の低い時間帯等のタイミングで自動的に 
シヤドウコピーを作成することができます。 
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2.1.1 シャドウコピーの動作 

シャドウコピーサービスは、サーバー上の特定のファイルに対してシャドウコピーを作成するのではなく、 
ボリューム全体のシャドウコピーを作成します。 

シャドウコピーは、最後に作成されたシャドウコピーから変更があったブロックレベルのコピーを作成し 
ます。 

シャドウコピーが使用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー対象であるボリュームの10%に設定 
されています。シャドウコピーの使用ディスク容量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピーが 
削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの世代数は最大64個ですので、ディ 
スク使用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャドウ 
コピーが削除されます。 

ファイルに設定されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、以前と同じアクセス許 
可が割り当てられます。しかし、削除したファイルを別の権限を持ったフォルダーに復元する場合は、そ 
のファイルには復元先フォルダーの既定のアクセス許可が設定されます。 


[注意】 

シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使用ディスク容量が 
設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコピーの数が既定では65個に達した 
場合など、意図せずシャドウコピーが削除されることがあります。そのため、シャドウコピーはパッ 
クアップの代用とはなりませんので、通常のバックアップ作業は必要です。大切なデータについては、 
必ずパックアップソフトウエアを使ってパックアップするようにお願いします。 


【注意】 

シヤドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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2.1.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの設定を行なう際、以下を決定する必要がありますので、運用環境やファイルの利用状況 
などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'一を有効にするボリュ'ーム 
• シャドウコピ'一を保存するボリュ'ーム 
. シャドウコピーのために確保するディスク領域 
. シャドウコピー作成のスケジュール 

2.1.2.1 シャドウコピ^一を有効にするボリュ' —ム 

シャドウコピーは、データボリュームに対して有効にしてください。システム領域を含むボリューム、仮 
想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームでは、シャドウコピーを有効にしないで 
ください。 

シャドウコピーは NTFS ボリュームのみに対応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

[注意] 

共有フォルダーのシャドウコピーに使用するボリュームを最適化（デフラグ）する場合、フォー マッ 
卜時にクラスタアロケーション ユニッ トサイズを 16 KB 以上に設定してください。 


2.1.2.2 シャドウコピ 1 一を保存するボリュ 1 ーム 

シャドウコピーを保存するボリュームは、既定では ソース ボリューム（コピー対象の ユーザー データが保 
存されているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更することが 
できます。例えば、シャドウコピーの対象ボリュームが F :¥ の場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャド 
ウコピー保存のための専用ボリュームを作成することが可能です。 

【補足】 

シャドウコピーを保存するボリュームを別ボリュームに変更するとパフォーマンスが向上します。更 
新量の多いファイルサーバーの場合は、このような運用をお勧めいたします。 
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2.1.2.3 シャドウコピーのためのディスク領域 

この領域はシャドウコピーでパックアップするデータを格納する領域で、既定ではそのボリュームの10% 
が設定されます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の使用率が100%に達した場合 
は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自動で削除さ 
れます。したがって、そのボリュームに対して更新される頻度（更新量）が多い場合や保持したい世代数を 
多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 

2.1.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャ ドウ コピーは スケジューリング機能を持っているため、定期的に シャ ドウ コピーを 作成することがで 
きます。お客様の蓮用に合わせてスケジュールを設定してください。 

シャ ドウ コピーを 頻繁に作成すると、 ユーザーが 必要とする パージョンのシャ ドウ コピーを 復元できる可 
能性が高くなります。しかし、1つのボリ ューム に作成できる シャ ドウ コピーの 数は既定では最大64個で 
すので、 シャ ドウ コピー 作成の間隔を短くすると早い段階で シャ ドウ コピーが 削除されてしまう可能性が 
あります。また、作成され るシャ ドウ コピー 数が多い ほどシャ ドウ コピーに よる消費ディスク領域も増え 
ますので、ご考慮ください。 

【注意】 

シャ ドウ コピーを 作成する頻度の上限は、1時間に つき 1回までにしてください。 
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2.1.3 シャドウコピーの設定手順 

シャドウコピーの設定は、以下の手順で行います。 

1. 管理者 メニューの[エクスプローラー] をクリックします。 


' 管理者メニュー 



2. エクスプローラ ーにて、対象のボリ 
一の構成]をクリックします。 


-ム名を選択し、右クリックでメニューから[シャドウコピ 





リ, コンピュ-夕- 
> ^ WSS 2012 { C ：) 


. デ-夕 （ D :) 


>兔ネットワーク 


展開 ( A ) 

ライブラリに追加⑴ 

► 

自動再生を聞く 〇〇… 


新しいウイン M で関 <( E ) 


スタこピン留め ( P ) 


痛 ( H ) 

► 


> V \^ 0 コピ-纖成 ( W 》.. 


以前のパージョンの復元( V ) 


フオーマット(八)… 


コビー ( C ) 


名前喊更 ( M ) 
新規作成( X ) 


プ□パティ⑻ 


1個の項目 
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[注意] 

シャドウコピーは データ ボリュームを対象とした機能です。したがって、システム領域を含むボリュ 
ーム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームを選択しないで 
ください。 


3. 下記のダイアログが表示されます。 



[ボリュームの 選択]欄には、下記の情報が表示されます。対象のボリュームを選択し、各操作ボタンをク 
リックしてください。 

. [ボリューム] 

シャドウコピーサービスを利用できるサーバー上のボリュームがすべて表示されます。シャドウコ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみで使用できます。シャドウコピーを管理 
するには、ここで対象のボリュームを選択して、実行するタスクを選択します。 C ドライブや 
System Reserved ボリュームを選択しないようにしてください。 
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• [次回実行時刻] 

シャドウコピーサービスが有効な場合、次にシャドウコピーを作成する日時が表示されます。 

• [共有数] 

ボリュ 1 ーム上に存在する共有フオルダーの数が表示されます。 

• [使用領域] 

シャドウコピーが現在使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 

また、ボリュームを選択後、下記のボタンをクリックして操作を行えます。 



[有効]ボタン 

選択したボリュームのシヤドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 


80 
















































iStorage NS の共有領域を管理する 


• [無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無効にします。この時点で保存していたシャドウコピーはす 
ベて削除されます。 

• [設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシャドウコピーのための記憶域容量の設定を行います。 

また、画面の下半分では以下の操作が行えます。 



[選択したボリュ 1 ームのシャドウコピ 1 — ] 

保存されているシャドウコピー(作成された日時）の一覧が表示されます。 
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• [今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

• [今すぐ削除]ボタン 

シャドウコピーの削除を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から削除したいシャド 
ウコピーを選択し、[今すぐ削除]ボタンをクリックしてください。 

• [元に戻す]ボタン 

シャ ドウコピーからボリュームの復元を行います。保存されている シャ ドウコピ 1 — の 一覧から元に 
戻したいシヤドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指定したボリュー 
ム全体を元の状態に戻します。 
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2.1.3.1 シャドウコピーの有効/無効 

シャドウコピーを有効にする場合は、[有効]ボタンをクリックしてください。 

[有刻ボタンを押すと、下記のような画面が表示されますので、表示内容を確認の上[はい]ボタンをクリ 
ックしてください。 



[はい]ボタンを押すと、デフォルト設定での動作が実行されます。 

• シャドウコピーの記憶域の最大値が、ボリュームサイズの10%に設定されます。 

• 選択したボリュームのシャドウコピーが1つ作成され、それに応じて使用領域が計算されます。 

• 月曜から金曜までの午前7時と12時にシャドウコピーを作成するスケジュールが新規作成されま 
す。 

一旦作成されたスケジュールは、お客様の運用に応じて変更してください。 

シャ ドウ コピーを 無効にする場合は、[無効]ボタンをクリ ック してください。 

[無効]ボタンを押すと、そのボリューム上に存在するすべてのシャドウコピー、およびシャドウコピーの 
スケジュールが削除されます。 
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2.1.3. 2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つの方法があります。手動で 
シャドウコピーを作成する場合は、シャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをタリックしてください。スケジューリングによるシヤドウコピーの作成については、次項で説明 
します。 
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2.1.3. 3 スケジュールの設定 

既定で、2つのスケジュール（平日の7:00と 12:00) が設定されていますので、お客様の運用に合わせて 
設定してください。 

1. 以下のシャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. 以下の画面が表示されるので [スケジュール】 ボタンをクリックします。 



3. 以下のスケジュールの設定画面が表示されます。 
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最上段のドロップダウンリストが、現在選択中のスケジュールです。複数のスケジュールが存在する場合、 
他のスケジュールに表示を切り替えることができます。 



スケジュールの 設定画面では次の操作を行なうことができます。 

1) 新規 

シャ ドウコピー作成を開始する日時と、頻度を指定します。 

2) 削除 

現在選択しているスケジュールを削除します。 

3) 修正 

選択したスケジュールの項目を修正します。 

【注意】 

シヤ ドウコピーの作成頻度は、1時間に つき 1回までにしてください。 
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2.1.3.4 シャドウコピー記憶域の設定 

下記の手順にて、シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量の変更、および、シャドウコピー記憶域の出 
力先ボリュームの変更を行うことができます。 

1. シャドウコピー管理画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 

なお、シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量の変更は、シャドウコピーが有効の状態で実施 
することは可能ですが、記憶域の出力先ボリュームの変更は、シャドウコピーが無効の状態で実 
施する必要があります。無効化する場合、取得済みのシャドウコピーは削除されます。 
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2. 以下の設定画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを変更できます。シャド 
ウコピーが使用できる最大 ディスク 容量の既定値は、 ソース ボリュームのサイズの10%です。この 
値は変更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャドウコ 
ピーの世代数は大きくなりません。 



【注意】 

シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量を現在の値よりも小さいサイズに変更する場合、新しい容 
量に合わせて古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができ 
ません。 
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2.1.4 シャドウコピーからの復元 

保存されているシャドウコピーから、ファイルやフォルダーを復元したい場合、 

• iStorage NS 上でボリューム単位で実施する復元操作 

• Windows クライアントからフォルダー/ファイル単位で実施する復元操作 

• UNIX クライアントからフォルダー/ファイル単位で実施する復元操作 
があります。 

2.1.4.1 iStorage NS 上での復元操作 

ボリューム単位での復元を行う場合 、 iStorage NS 上のエクスプローラーで復元したいボリュームを選択 
し、右クリックメニューから[シャドウコピーの構成]を実行します。下記画面の[選択したボリュームの 
シャドウ コピー] 欄から元に戻したい世代を選択して[元に戻す]ボタンをクリックします。 
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下記のような警告が表示されますので、チェックを入れ、[今すぐ元に戻す]ボタンを押します。 
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2.1.4.2 Windows クライアントからの復元操作 

Windows クライアントからフォルダー/ファイル単位の復元を行う場合、クライアントコンピューター上 
のエクスプローラーから操作を行います。 

【注意】 

下記の画面例は 、 Windows 7クライアントでの表示例となります。クライアント PC の 0 S の種類に 
よっては、画面が異なる場合があります。 


1) 削除したファイルの復元 


削除したファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作 
を行います。 

1. 削除したファイルが格納されていた共有フォルダーを選択します。 


2. 選択したフォルダー内の背景部分で右クリックし、[プロパティ]メニューをクリックします。 


削除したファイルが格納されていたフォルダーを表示 



整理 ▼ 新しいフォソ1/^_ 

- k お気に入り 


このフカは空です。 


背景部分で右クリック 


表示( V ) 

► 



並べ替え (0) 

► 

:峄 コンピューター 

イ 

グループで表示 ( P ) 

最新の情報に更新 ( E ) 

► 

^ ネット フー ク 


このフォのカスタマイズ ( F )... 

FILESV 1 


貼り付け ( P ) 


i 共有 1 


ショートカットの貼り付け ( S ) 


,資料フォ ji / ター 


元に民 T - 名前の変更 ( U ) 

Ctrl+Z 

$ 練2 


新規作成( X ) 

► 

士 SW 3 

I 

プロパティ ( R ) 
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3. プロパティ画面にて[以前のパー ジョン] タブをクリックします。 



4. 上記画面の [フォルダーのパージョン] 欄にシャドウ コピーの 世代の 一覧が 表示されますので、削 
除される前のファイルを含む世代を選択し、[開く]ボタンをクリックします。 
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5. 別のエクスプローラーの画面が新しく起動し、前項で選択した世代のフォルダー内のファイルー覧 
が表示されます。復元したいファイルを選択し、右クリックメニューから [コピー] を実行します。 


前項で指定した世代のフォルダーを表示する、別のエクスプローラーが起動 



MS - S 関く- 
★ お気に入り 

a ライブラリ 

：*■ コンビ ユ _ ター 

今 ネッ ト ヮーク 
1, Filesvl 
士 練1 
€ 練1 
,貞科フオノレダー 


印刷 


[Sj 

10^1 



貞料1 


開く (〇) 

印刷 ( P ) 

名前を付けて保存 ( S )... 
プログラムから関く ( H ) … 
パージ ヨンを表示… 

送る ( N ) 


コピー ( C ) 


プロパティ ( R ) 


土 共有2 
去 共有 3 
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6. 表示するウインドウを項番2の エクスプローラーに切り替え、復元先のフォルダーを選択し、右ク 
リックメニューから[貼り付け]を実行すると、ファイルが復元します。 



蝥理 ▼ 新しいフオノ!/^— 

▲ 

★ ra このフカ！/^-は空です- 


g ライブラリ 

コンピューター = 

^ ネット フー ク 
j . FILESV 1 
i 辟1 

,貞料フォノ W - 
| 辟2 
1 铺3 

i 辟4 ▼ 



表示( V ) ► 

並べ替え (0) ► 

クノレープで表示 ( P ) ► 

最新の情報に更新 ( E ) 


このフォノレダーのカスタマイズ ( F ) … 

貼り付け ( P ) 


シヨートカツトの貼り付け ( S ) 


新規作成( X ) ► 


プロパティ ( R ) 
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2) 更新したファイルの復元 


誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上のェ 
クス プロー ラーから 操作を行います。 


1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 


2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ] をタリックします。 



窒理 ▼ 新しいフオノ 1/ダー 

★ お気に入り 

3 ライブラリ 

3亨 コンピューター = 

ネット フー ク 
gBI FILESV 1 
^ 練1 

,貞 料フオ J レダー 
置 共有2 
$ 共有 3 


因 


資料1 


表示⑺ 

並ぺ替え (0) 

グループで表示 ( P ) 

最新の情報に更新 ( E ) 

► 

► 

► 

このフオノげ一のカスタマイズ ( F )„. 

貼り付け ( P ) 


シヨートカツトの貼り付け ( S ) 


元(こ戻 T - 名前の変更 ( U ) 

Ctrl+Z 

新規作成( X ) 

► 

プロパティ ( R ) 
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3. プロパティ画面にて[以前のパー ジョン] タブをクリックします。 



4. 上記画面にて、 [ファイルのバージョン] 欄から戻したい世代を選択し、[復元]ボタンをクリックす 
れば、元の場所へ復元ができます。また、別の場所へ復元したい場合は、[コピー]ボタンをクリッ 
クして、戻したい場所を指定します。 

なお、[開く]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3) フォルダーの fe 兀 


指定したフォルダー配下のサブフォルダーとファイルをまとめて復元したい場合は、以下の手順に従って、 
クライアント上のエクスプローラーから操作を行います。 


1. 復元したいフォルダーを選択し、背景部分で右クリックメニューを表示し、[プロパティ]をクリッ 
クします。 



蝥理 ▼ 新しいフォノ W — 

★ お気に入り 


背景部分で右クリック 

ノ ■ / / 〆 


コンピューター 

兮 I ネットフーク 
1. FILESV1 

i SW1 

,貞料フォノ W - 

置 練2 
置 共有3 
i 補4 


このフオノ -は空です= 


表示(V) 

► 

並ぺ替え (0) 

► 

グループで表示 (P) 

最新の情報に更新 (E) 

► 

このフカのカスタマイズ (F)... 

貼り付け (P) 

シヨートカツトの貼り付け (S) 

元に戻 T - 名前の奕更 (U) 

Ctri+Z 

新規作成(X) 

► 

プロパティ (R) 
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2. プロパティ画面にて[以前のパー ジョン] タブをクリックします。 



3. 上記画面の [フォルダーのパージョン] 欄に シャ ドウ コピーの 世代が表示されますので、復元したい 
世代を選択し、元の場所に復元したい場合は[復元]ボタンをクリックします。他の場所へ復元した 
い場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指定します。 

なお、[復元】 （ または [コピー]) を選択すると、そのフォルダーだけでなく配下のフォルダーまで、 
すべて復元（または コピー） されます。 

【注意】 

以前のパージョンのフォルダーには存在していなかったファイルが、現在のフォルダーに存在する場 
合、フォルダー全体に対して[復元]操作を実施しても、新たに作成されたファイルは削除されませ 
ん。 
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2.1.4.3 UNIX クライアントからの復元操作 

UNIX クライアントから フォルダー/ファイル 単位の復元を行う場合、コマンド等により、 フォルダー/フ 
ァイルを復元することが可能です。 

シャ ドウコピーは NFS 共有直下に、 ".@ GMT - (日付)"というディレクトリとして表示されます。 UNIX の Is 
コマンドの仕様によっては、デフォルトではドットで始まるファイル名を一覧に表示しないことがありま 
すのでご注意ください。 

UNIX クライアントからディレクトリ/ファイルの復元操作を行う場合は、該当する世代のシャドウコピー 
のデイレクトリ/ファイルを復元したいデイレクトリにコピーしてください。 


デイレクトリ名に設定されている日時はグリニッジ標準時にて表示されています。 


ir 


GNOME 端末 


'ル (£) 谝集 ( E ) 表示( V )端末( I 〉タブ(旦）ヘルプ(ヒ） 


□ X 


2月2111:38 A.txt 
2月2111:38 a.txt 


4294967294 

root 

4294967294 

4294967294 

4294967294 

4294967294 

root 

root 


16384 

4096 

16384 

16384 

16384 

16384 

2 

2 


2月21 
1月25 
2月21 


sh -3.2# Is -I / mnt/nfs 
合計 1 

- rw ~ r — r — 1 root root 2 
- rw - r — r — 1 root root 2 
sh -3.2# Is -la / mnt/nfs 
合計 89 

drwx - 2 4294967294 

drwxr - xr-x 3 root 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

drwx - 2 4294967294 

_ rw ~ r — r — 1 root 
- rw - r — r — 1 root 
sh -3.2# Is -I / mnt / nfs /.6 GMT -2013.02.19-03：00：01 
合計 0 

- rw - r — r —1 root root 0 2 月 1815:05 A.txt 
- rw - r — r —1 root root 0 2 月 1815:01 a.txt 
sh -3.2# I 


シャ ドウ コピーの 世代毎の デイ レクトリです 


2月 
2月 
2月 
2月 
2月 


21 

21 

21 

21 

21 


09:39 

2013 

2013 

2013 

2013 

11:38 

11:38 


.80 MT - 2013.02 .19-03:00:01 
.0 GMT - 2013.02 .19-22:00:01 
.0 GMT - 2013.02 .20-03： 00：01 
.0 OMT - 2013.02 .20-22:00:01 
A.txt 
a.txt 


【注意】 

シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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2.1.5 シャドウコピーサービスに関する注意事項 

• シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに対応しています。 FAT ファイ 
ルシステムには対応していません。 

• システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボ 
リュームでは、シャドウコピーサービスを有効にしないでください。 

• シャドウコピーは1つのボリュームにつき最大64個まで作成できます。それ以上シャドウコピーが 
作成された場合、一番古いシャドウコピーが削除されます。 

• シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量を現在の値よりも小さいサイズに変更する場合、新しい容 
量に合わせて古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができ 
ません。 

• シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予定がある場合は、そのボ 
リュームを16 KB 以上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16 KB 未満 
の場合、ボリュームを最適化すると予期せずシャドウコピーが削除されることがあります。 

• シャドウコピーの作成頻度は、最大1時間に1回までにしてください。 

• シャドウコピー作成のスケジュールは、バックアップツールやウイルス対策プログラム等と重ならな 
いような時間帯を設定してください。 

• シャ ドウコピーを設定していたボリュームを削除する場合、事前に シャ ドウコピーのスケジュール設 
定を削除してください。 シャ ドウコピーのスケジュール設定が残ったまま、ボリューム削除を行った 
場合、イベントログに大量の「ソース： VSS イベント 旧: 7001」のイベントが記録されます。 

• シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使用ディスク容量が 
設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコピーの数が既定では65個に達した 
場合など、意図せずシャドウコピーが削除されることがあります。そのため、シャドウコピーは パッ 
クアップの代用とはなりませんので、通常のバックアップ作業は必要です。大切なデータについては、 
必ずバックアップソフトウエアを使ってバックアップするようにお願いします。 


101 




iStorage NS の共有領域を管理する 


• シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 

• Windows Server パックアップのバックアップデータ格納先には、シャドウコピーを設定しないでく 
ださい。 

2.1.5.1 シャ ドウ コピーの世代 数を減らす方法に ついて 

シャドウコピーの世代数を減らす場合は、下記の手順に従いレジストリを変更してください。なお、シャ 
ドウコピーの世代数は全てのボリュームに対して同じ値が適用され、ボリューム毎に別の値を設定するこ 
とはできません。 

【注意】 

レジストリエディターの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあります。弊社なら 
びにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発生した問題に関しては、&切責任 
を負わないものとします。レジストリエディターは、お客様の責任においてご使用ください。 


1.iStorage NS 上に Administrator 権限でサインインし、レジストリエディター (regedit.exe) を起動しま 

す。 

2. 次のレジストリキーを選択します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥VSS¥Settings 

3. [編集] メニューの [新規]を選択し、 [DWORD 觸をクリックします。 

4. 名前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. [MaxShadowCopies] をダブルクリックし、 10 進数を選択して指定したい値 (63 以下の値)を入力し 
ます。 

6. レジストリエディターを終了して、システムを再起動します。 

なお、デフォルト値は 64 で、指定できる最大数は 64 です。 
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2.1.5.2 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウコピーの対象ボリュームとシャドウコピー記憶域の格納先ボリュームが同ーボリューム（既定値) 
に設定している環境で I / O 負荷が高い場合、イベントログに「ソース： Volsnap イベント ID :25」 が記録さ 
れ、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象が発生することがあります。 

冋避策は以下の通りです。 

• シャ ドウコピー記憶域の格納先ボリュームとして、 シャ ドウコピーが設定されていない別のボリュ 
-ムを設定する。 
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2.2 ファイルサ^— バー リソース マネージヤー 

2.2.1 ファイル サーバーリソースマネージ ャー ( FSRM ) の 概要 

FSRM は、ファイルサーバーに保存されたデータの管理および分類を行うための機能のセットです。 
具体的には、クォータ、ファイルスクリーン、記憶域レポート、ファイル分類インフラストラクチャ （ FCI ) 
の機能があります。 

2.2.2 通知設定 

FSRM の各機能では、ァクション実行時に様々な方法での通知を行うことができます。 

2.2.2. 1 電子メール 

あらかじめ「既定の電子メール」を設定しておくことで、ディスク容量がクォータの制限値を超えたとき 
などの通知や記憶域レポートを、メール送付することができます。 

設定方法は以下の通りです。 
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1. 管理者 メニューの[ファイルサーバー リ ソースマネージヤー] をクリ ック します。 




管理者メニュー 


JF 


般 


エクスブロ'-ラー 

エクスブローラーを起觔できます。 

I コマ VF •プロレブト 

コマンドブロンブトを起觔できます。 

ぺィノト 

ベイントを起觔できます。 


メモ帳を起勅できます。 

コ'ノビュ-々'-の官3? 

コンビューターの管理を起動でぎます。 

シス亍ム 

コンビューターのブロバ亍ィを確認でぎます。 

| Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘル ブとサボートを起動できます。 

役割/機能 

0： 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を管理で•きます。 

NFS 用サードス 

NFS サーバーを f 理できます。 

1 ADSIX ディ々一 

NFS の D マッピングを確認でぎます。 

| 記*域の容垦制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 

イ'ノデ V クスのオプション 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを官理できます。 

DFS 0) 官琿 

分敗ファイルシステムを管理できます。 

|印別の管珲 

プリ'ノトサーバーを菅理できます。 


2. [ファイルサーバーリソースマネージヤー（ローカル）] を 右クリックし、[オプションの構成] を選 
択します。 

為 ファィ j 

方イル (F ) 操作 ( A ) 表示( V)へ;レブ (H) 


♦峰|國 艮| Bp 
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3. [ファイルサーバーリソースマネージヤーのオプション] 画面で、 メールの 送信に利用す る SMTP 
サーバー 名もしくは IP アドレスと、通知 メールの 送付先、差出人となる メール アドレスをそれぞれ 
設定し、 [ OK ] をクリックします。 



【補足】 

[管理者である既定の受信者]のメールアドレスは、 FSRM の各機能の通知メール設定で [Admin 
Email ] と表示され、送付先アドレスの初期値となります。 

【注意】 

“差出人”電子メールアドレスは、ご利用のメールサーバーの仕様として制限がなければ、送信元とし 
て識別可能な任意の値が設定可能ですが、メールアドレスの形式（「任意の文字@任意の文字.任意の 
文字」）である必要があります。また、” ¥”のようなメールアドレスに使用できない記号は使用できま 
せん。 
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2.2.2.2 記憶域レポートの格納場所 

FSRM における管理事象の発生時に、記憶域レポートを作成することもできます。 

記憶域レポートはデフォルトでは 「 C :¥ StorageR 印 orts 」 配下に格納されますが、格納場所は任意の場所に 
変更することもできます。 

【注意】 

記憶域レポートを電子メールで通知する場合においても 「 C :¥ StorageReports 」 （デフォルト設定）配 
下の記憶域レポートは削除されませんので、お客様にて管理いただく必要があります。 


記憶域レポートの格納場所の変更方法は、以下の通りとなります。 


1 . 管理者 メニュ' 一 から[ファイルサ'ーパ'ーリソ'ースマネ 1 —ジャ'— ] を 起動して、 [ファイルサ'ーパ 
ーリソースマネージヤー（ローカル）] を 右クリックし、[オプションの構成] を 選択し ます。 




ファイ ji 

方ィル ( F ) 操作 ( A ) 表示( V ) ~レブ ( H ) 

令峰| 圍 B 

H 



〇必 クォ- 

t> d 万イ J 

略 

> 逾 

万イル 


別び)コ VP ユー々一へ格持 ( C ). 


オプ W ン®«成⑼… 


表示 ( V ) 

► 

-M のェク狀-卜(し)… 



|卜>® 管理 
M ) 管理 


〜レプ fH ) 


以ク 
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2. [ファイル サーバー リソースマネージヤーのオプション] 画面で、 [レポートの 場所] タブに 移動し、 
インシデントレポートのフォルダー、スケジュール された レポートのフォルダー、オンデマンドレ 
ポートのフォルダーを それぞれ設定して、 [0 K ] をクリック します。 



2.2.2.3 その他の通知 

電子メール送信や記憶域レポート送付以外にも、イベントログへの記録、任意のコマンドの実行によって、 
FSRM における管理事象の発生を通知することができます。 
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2.2.3 FSRM の機能 

ここでは、 FSRM の各機能について説明します。 

2.2.3. 1 クォータ 
2.2.3.1.1. 機能概要 

クォータを使用することにより 、 iStorage NS 上の選択したボリューム、フォルダーに対して領域の使用量 
を制限、監視することができます。 

また、クォータでの領域の使用量の制限には以下の2種類の方法が存在します。 

• ハードクォータ 

領域の制限に達すると、ユーザーはファイルを保存できなくなります。また、データ量が設定した各 
しきい値に達すると、通知が行われます。 

• ソフトクォータ 

領域の制限に達してもファイルの保存は制限されません。通知が行われるのみとなります。 
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2.2.3. 1 .2. 既定のテンプレートからクォータを設定する 

既定のテンプレートを用いてクォータを設定する手順を説明します。既定のテンプレート以外に独自のテ 
ンプレートを作成した場合も、既定のテンプレートと同様に選択することができます。独自のテンプレー 
卜の作成については本書の [2.2.3.1.3 クォータのテンプレートを作成す る 】を参照してください。 

【注意】 

rc :¥ WINDOWSj などのシステムフォルダーについては、ハードクォータの設定はできません。 


1 . 管理者メニュ 1 一から[ファイルサ'ーバ 1 ー リソ' —スマネ 1 —ジャ'— ] を起動して、[クォ 1 —夕の管理] 
を展開し、[クォータ]を選択後に右クリックして表示されるメニューから、[クォータの作成]をク 
リックします。 


ふ 




77 ィル (F) 操作 (A) 

表示 (V) AJ レブ (H) 


令 峰 | 230 G 

m 



あ77イルサーパー UV — スマネージ P — (口- 
メ 2 クォータの 管理 
ベ i クオ 


ベて表示: 〇項巨 


クオータのパス 


-.3] クオ. 


A クオ-夕の作成 ( c ) … 


•/ 

屋新の i 育報に更新 ( R ) 

し 

5 

表示( V ) 

► 

g 

AJ レブ ( H ) 
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2. [クォータの作成]画面が表示されますので、クォータを設定する場所のパス、テンプレートを設定 
し、[作成]をクリックします。 



【補足】 

[カスタムクォータのプロパティを定義する]を選択し、[カスタムプロパティ]をクリックすると、テ 
ンプレートを利用しないクォータの設定ができます。また、既存のテンプレートの情報をコピーして 
^■部変更して使用することも可能です。 


3. 作成されたクォータを確認します。 


為 ファイル サーパー リソ_ 

7?イル (F ) 操作 ( A ) 表示( V )〜レプ ( H ) 


佘螓 I 


為 7?イルサー八- _JV -スマネー分- (□- 
J ぶ クォ-夕の 
L§ クォ-夕 

^3] クォ-夕听ン:ル-卜 
> ^ 77イルスクリーンの管理 
g 記愤^レポ - ND 管理 
> 嗵 分領管理 
ca 方イル管理タスク 


2iik すべて 表示： 1 項目 



クォータのパス 使用军（％) |制限 |クォータの衝 i 

1ソース テンプ レー 

B 

ソーステンプレート：100 MB 制限 （1 アイテム） 



D:¥soumu 0% 100 MB 八ード 

100 MB 制限 | 
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2.2.3.1.3. クォータのテンプレートを作成する 

FSRM のクォータ設定で使用できるテンプレートを作成する手順について説明します。テンプレートを作 
成することで多数のフォルダーに同じ設定を効率的に行うことができます。 

ここで作成するテンプレートの設定は以下の通りとします。 


項目 

設定内容 

テンプレート名 

総務テンプレート 

制限値 

3 GB 

クォータの種類 

ハードクォータ 

しきい値 

使用率が85%を超えたら、電子メールで通知を行う 


1 . 管理者 メニュ'一から [ファイルサ' ー パ' —リソ 1 —スマネ'— ジャ 1 — ] を起動して、 [クォ 1 —夕の管理] 
を展開し、 [クォータのテンプレート] を選択後に右クリックして表示されるメニューから、 [クォー 
タテンプレートの 作成]をクリックします。 




フア i 

方ィル ( F ) 搔作 ( A ) 

表示 ( V ) /\j レブ ( H ) 

令 峰 aH Q 

, .. 為 




」 必 クォ-夕の管理 
3 クォータ 

圆分-俯 ン条 

> ffiT? イルスクリーン in 
6 記恒域レポ- M 
t > 嗵 分領 管理 
為 万イル 管理 タスう 


クオータン 7 U — 卜 > 


JJ 100 MB 制限 


J ] 100 MB Limit 


クオ-タテンプ L /- 成(匸)… 


虽報に更新⑻ 
表示 ( V ) 

/V レブ ( H ) 


見 


j ュ-ザ-ぺ 200 MB ... 
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2. [クォータ テンプレートの作成]画面が表示されますので、テンプレート名、データ容量の制限値、 
クォータの種類を設定し[追加]をクリックします。しきい値を設定しない場合は [0 K ] をクリック 
して手順5へ進みます。 
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3. [しきい値の追加]画面が表示されますので、通知を生成する使用率を入力し、[電子メール]のタブ 
にて[次の管理者に電子メールを送信する]をチェックして [ OK ] をクリックします。電子メール以 
外の通知の方法を利用する場合は、本画面の各タブにて設定を行います。 



【補足】 

メールの送付先アドレスの初期値となっている [Admin Email ] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】で設 
定する[管理者である既定の受信者]となります。 
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4. 設定内容を確認し、 [0 K ] をクリックします。 



5. テンプレートが作成されていることを確認します。 


ゐ ファイル サーパーリソースマネージヤー 

方イル (F ) 操作 ( A ) 表示( V)へ;レブ (H) 


命 4| □瞳 


ゐ77イルサー八一_アノースマネージ r- (□- 


クォータ听ン:ル-卜 

制限 

クオ-夕の種類 

A ^ クォ-夕の管理 

3 クォータ 

31 クォ-夕听ン3ル - 卜 

> ^万ィルスクリ-ンの管理 

3 

100 MB 制限 

100 MB 

八-ド 

3 

100MB Limit 

100 MB 

'刀卜 

3 

200 GB ポリユ-ムの使用率の監視 

200 GB 

ゾ7卜 

B 記恒域レボー ND 管理 
> a 分類管理 

3 方ィル管理タスク 

3 

200 MB 制限 （50 MB の拡張あり） 

200 MB 

八-ド 

3 

250 MB 拡張制限 

250 MB 

八ード 

1 

500 MB (7)^ の監視 

500 MB 

'刀卜 


1 

ユーザ-へ200 MB 制限のレポ-卜 

200 MB 

八-ド 

1 


総務テン:卜 

3.00 GB 

八- P ] 


115 































































iStorage NS の共有領域を管理する 


2.2.3. 2 ファイルスクリーン 

2.2.3.2.1.機能概要 

FSRM のファイルスクリーン機能を使用すると、指定したフォルダーに対しての書き込みを、ファイルの 
拡張子によって制限、監視することができます。 

例えば、業務に関係しない音楽や画像のファイルの書き込みを制限したり、実行形式ファイルの書き込み 
を制限することでウイルス感染などのリスクを抑制することができます。 

ファイルスクリーンによる制限には、以下の2種類が存在します。 

• アクティブスクリーン 

設定した制限に該当するフアイルをディスクに保存することはできません。 




パッシブスクリーン 

設定した制限に該当するファイルの書き込みについて、監視のみが行われ保存は制限されません。 




iStorage NS の共有領域を管理する 


2 . 2 . 32 . 2 . 既定のテンプレートからファイルスクリーンを設定する 

既定のテンプレートを用いて、ファイルスクリーンを設定する手順を説明します。既定のテンプレート以 
外に独自のテンプレートを作成した場合も、既定のテンプレートと同様に選択することができます。独自 
のテンプレートの作成については本書の [ 2 . 222 . 2 ファイルスクリーンのテンプレートを作成す る 】を参 
照してください。 

【注意】 

アクティブスクリーンを 「 C :¥」 や 「 C :¥ WINDOWS 」 に設定することはできません。 


1 . 管理者メニュ'—から [ファイル サ'— パ' ーリソ 1 —ス マネ' — ジャ' 一 ] を起動して、 [ファイル スタリ'一 
ンの管理]を展開し、 [ファイルスクリーン] を選択後に右クリックして表示されるメニューから、 [フ 
アイ ルスクリーンの作成]を選択します。 



ファイルサ 

7?ィル ( F ) 搔柞 ( A ) 表示( V )へ;レブ ( H ) 




Q 

_ 



^ 7?イルサ—ノ〔一 _ JV -スマネ—ジ I 7 - 
クオ-夕の管理 

J E フ7ィルスケ J - XD 管理 
^ フアイルスクリ _ 

^ : W ルスクリ 


ベて表示: 〇項目 


ファイルスクリーン…スクリーン. 


7?イルスクリーンの作成 ( C )〜 


〇方ィルク 'ルー巧 
Q 記愤^レポ- ND 管 
嗵分演管理 
巧万イル管理タスク 


7?ィ) 


M 1 ルスクリ外？作成 ( E ). 
千の情報に更新⑻ 

表示( V ) 

AJ レブ ( H ) 
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2. [ファイルスクリーンの作成]画面が表示されますので、ファイルスクリーンを設定する場所のパス、 
テンプレートを設定し、[作成]をクリックします。 



【補足】 

[カスタムファイルスクリーンのプロパティの定義]を選択し、[カスタムプロパティ]をクリックする 
と、テンプレートを利用しないファイルスクリーンの設定ができます。また、既存のテンプレートの 
情報をコピーして一部変更して使用することも可能です。 


3. 作成されたファイルスクリーンを確認します。 


^3 


ファイルサー八ーリソースマネージヤー 


方イル (F) 搔作㈨表示(V) ~レブ (H) 


令 峰 I Effl 


^ 7?イルサーパーリソースマネー穴一 (□- 
▲治 クォ-夕の管理 
為 クォータ 

』 クォ-夕听ン九-卜 
^ ^ 77ィルスヶトンの管理 
4^ ファイルスクリーン 
^ ファイルスクリーンテンプレート 
〇 7?ィルク-ル-プ 
6 記恒域レポ- ND 管理 
> 齒 分領管理 
③ 方イル魏タスク 


2iik すべて表示：1項目 


フ7イルスクリーンのパス スクリーンでの...フ7イルグループ 


|ソーステンプレート 


-ステンプレート：オーデイオとビテオのファイルのプ□ツク （1 アイテム) _ 
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2.2.3.2.3,ファイルスクリーンのテンプレートを作成する 

FSRM のファイルスクリーン設定で使用できるテンプレートを作成する手順について説明します。テンプ 
レートを作成することで多数のフォルダーに同じ設定を効率的に行うことができます。 

ここで作成するテンプレートの設定は以下の通りとします。 


項目 

設定内容 

テンプレート名 

マスターテンプレート 

ファイルスクリーンの種類 

パッシブスクリーン 

ブロックするファイルグループ 

イメージファイル、オーデイオとビデオのファイル 

通知方法 

電子メールで通知を行う 


1. 管理者メニューから [ファイル サーバー リソース マネージ ヤー] を起動して、 [ファイル スクリ 
ーンの管理]を展開し、 [ファイル スクリーンテンプレート】を選択後に右クリックして表示され 
るメニューから、 [ファイル スタリーンテンプレートを作成]をクリックします。 


方イル (F ) 搔作 ( A ) 表示( V )へ J レブ ( H ) 

■Si 


ファイル サーパー 


B 


办方イルサ-パ- iJV- スマネ-57 - (□- 
〇 ^ クォ-夕の管理 
^ 3 77イルスクリーンの管理 
フアイルスクリーン 


: W ルスク 1 J-XJ5." スクリー地." 


^ イメージ 7F イ M) ブ ... アクティブ 


JJ オ -5 V オとビデオのフ…所ィプ 


Q 77ィルヴル-プ I 
Q 記恒域レポ- ND 管理 
> _ 分頌管理 
C3 > イル管理タスク 


ファイルスクリーンテンプレートを作成 (C) … 


最新の備報に更新 (R) 



表示(V) 

► 


AJ レブ (H) 
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2. [ファイルスクリーンのテンプレートの作成]画面が表示されますので、テンプレート名、スクリー 
ン処理の種類、ブロックするファイルグループを設定し、[電子メールメッセージ]タブをクリック 
します。通知方法を設定しない場合は [ OK ] をクリックして手順4へ進みます。 
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3. [次の管理者に電子メールを送信する]をチェックして [0 K ] をクリックします。電子メール以外の 
通知の方法を利用する場合は、本画面の各タブにて設定を行います。 



【補足】 

メールの 送付先 アドレスの 初期値となっている [Admin Email ] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】で設 
定する[管理者である既定の受信者]となります。 


4. テンプレートが作成されていることを確認します。 


ゐ ファイル サーパーリソースマネー外一 

7?ィ JKF ) 操作 ( A ) 表示( V ) / VI /プ ( H ) 

令 峰 13 [BJ QM 


為 方イルサーバー IP ノースマネージ T - (□_ 
^ a ? クォ-夕の 
クォ-夕 

函 クォ-夕〇厅ン:ル-卜 
^ ^ 77ィルスヶ J - ンの管理 
d 77イルスクリーン 
.^1 ファイルスクリーンテンプレート 
〇 77イルウ•ループ 


:イメージ77イル，オーディオとビデオの77イル 



_■式77ィル,システム7?ィル 

プロック：実行形式77イル 


略 記恒域レポー ND 管理 
【> 丄分類管理 
3 77イル管理タスク 


電子メール方イ JKD ブ□ック ア好イブ ブロック：電子メール方イル 
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2.2.3.3 記憶域レポート 

2.2.3.3.1. 機能概要 

FSRM の記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレ 
ポートの作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管理者にメールで送信することもできます。 


記憶域レポートでは、ディスクの使用状況について以下のような内容のレポートを作成することができま 
す。 


レポ'一卜 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が指定した割合を超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを使って、クォータがまもなく制限を超えるかを効率的 

に判断して、適切な対処を行うことができます。 

ファイルグループごと 

のファイル 

ファイル拡張子を基に設定したファイルグループごとにファイルを一覧表 

示します。このレポートを使うと、ファイルグループの使用状況パターンを 

監視し、大量のディスク領域を占めているファイルグループを効率的に判断 

できます。これは、サーバーでどのようなファイルスクリーン処理ポリシー 

を構成するかを決定する場合に役立ちます。 

フアイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処理の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ'—卜を使って、スタリ'ーン処理ポリシ 1 —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーを効率的に判断することができ 

ます。 

プロパティごとのファ 

イル 

特定の分類プロパティを持つファイルの一覧を表示します。このレポートを 

使って、ファイルの分類状況がわかります。 

プロパティ別フォルダ 

セキュリティで保護されている特定の分類プロパティ（アクセス拒否確認、 

フォルダーの使用法、フォルダー所有者のメールアドレス）の値毎にフォル 

ダ ーを一覧表示します。このレポートを使って、フォルダ^一の分額状況がわ 

かります。 

大きいサイズのフアイ 

ノレ 

指定したサイズ以上のファイルー覧を表示します。このレポートを使ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルを効率的に判 

断できます。これは、ディスクに空き領域を確保するのに役立ちます。 

所有者ごとのファイル 

ファイルを所有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を使って、大量のディスク領域を使用しているユーザーを効率的に判断する 

ことができます。 
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レポート 

説 明 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使用 

して、削除またはアーカイブのどちらかが可能な古いファイルを効率的に特 

定できます。これはディスク領域の使われていなレ、領域を空けるのに役立ち 

ます。注意：サーバーによって最終アクセス時刻が管理されていない場合、 

このレポートは正しくない可能性があります。 iStorage NS シリーズのデフ 

オルト設定では、性能を優先するため最終アクセス時刻は管理していませ 

ん。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使用して、頻 

繁に使用されるデータ（常に使用可能にしておく必要があるデータ）を特定 

できます。注意：サーバーによって最終アクセス時刻が管理されていない場 

合、このレポートは正しくない可能性があります。 iStorage NS シリーズの 

デフオルト設定では、性能を優先するため最終アクセス時刻は管理していま 

せん。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（名前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルの 

一覧の作成。このレポートを使って、重複により無駄となっているディスク 

領域を効率的に判断し、空き領域を確保することができます。 


2.2.3.3.2,記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートを定期的に作成するためのスケジュールを設定する手順について説明します。 

1. 管理者メニュ ■ 一から[ファイルサ'ーパ 1 ー リソ 1 —スマネ'—ジャ'— ] を起動して、[記憶域レポ 1 —卜の 
管理]を右クリックし、[新しいレポートのタスクのスケジュール]を選択します。 


13 


ファ' 

7?ィル (F ) 操作 ( A ) 

表示〜）/Vレブ (H) 

命峥 | £|H QiMl 

み7?イル サーバーリソース マネ ー ジ t 7 — (□- 

レポ-卜名|レポ-トタ… スコープ 

> sS クオ-夕の管理 



> a® 方イルスクリ -XD 管理 


妙 記但域レホ- 巧 

[:, = ^ |1 

新しいレポ-咖スクのスケジュ-ル⑸… 

7?イル管理タスク 

レ爪 一r タスク用のレホー ro;^u と^]矂(八)… 


レボ-隨今すぐ生成する (G) … 


騎の盾報に更新 (R) 


表示(V) 

► 


〜レブ (H) 


1 

1 
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2. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面で、レポート名と生成するレポートと出力の形式を設定 
し、[スコープ]タブに移動します。 



3. [追加]をクリックします。 



124 
































































iStorage NS の共有領域を管理する 


4. 分析の対象となるフォルダーを選択し、 [0 K ] をタリックします。 



5. 設定したフォルダーが[このスコープに含まれるフォルダー]に追加されていることを確認して、 
[配信]タブに移動します。記憶域レポートのメールでの送信、スケジュール設定を行わない場合は、 
[0 K ] をクリックして、項番8に進みます。 
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6. [次の管理者にレポートを送信する]をチェックして、 [スケジュール] タブに移動します。スケジュ 
ール設定を行わない場合は、 [0 K ] をクリックして、項番8に進みます。 



【補足】 

メールの送付先アドレスの初期値となっている [Admin Email ] は、本書 [2.2.2.1 電子メール 】で設 
定する[管理者である既定の受信者]となります。 
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7. [実行時期]にてスケジュールを設定して、 [0 K ] をクリックします。 



8. 記憶域レポートの設定が行われていることを確認します。 





ファイルサー八ーリソースマネージャー 

77ィル ( F ) 操作 ( A ) 表示( V ) AJ レブ ( H ) 


m B _ 



念 クォ-夕の管理 
3 クォ-夕 

■ クォ-夕<7厅ンカ/-卜 
^ 万イルスクリーンの管理 


レボー ト: § 

M 


レポートタスク 


7 □- 


卜大きいサイズの77イル, 7?イ… D:¥soumu 


|スゲジユール 


2:00毎週（日）実行制限： 


® ファイルスクリーン 
^ ファイルスクリーンテンプレート 
〇 フ7イルク'ループ 
g 記恒^レポー ND 管理 
> 溫 分領管理 
3 方イル管理タスク 
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名前 

保存対象 

fe 麟盾報カパティ 
重要度 


連絡先のプ〇パテイ 

7 1 キュ 1 厅ィ T 闕 J 以前の八-ジョン] 


設定され ているプロパティ 


加ティ： 

硿： 


機密情報プ□パテイ 


禹 I 


2 . 2 . 3A ファイル分類インフラストラクチャ ( FCI ) 

2.2.3.4.1. 機能概要 

FCI は、ファイル中に含まれる文字列や、ファイルの属性でファイルを分類し、その分類に基づいてタス 
ク(格納フォルダーの移動、またはカスタムタスク）を実行する機能です。 FCI は、「分類管理」と「ファイ 
ル管理タスク」という 2 つの機能で構成されています。 

• 分類管理 

分類管理は、指定したフォルダー配下のファイルを対象として、ユーザーが設定した規則に従い独自 
のプロパティ（カスタムプロパティ）をファイルに付加する機能です。 

付加したカスタムプロパティの値は、フアイルのプロパティにて参照/編集が可能です。 


ok キル 適用 ( a ) 


• ファイル管理タスク 

ファイル管理タスクは、指定したフォルダー配下のファイルを対象として、標準プロパティ（ファイ 
ルの作成•更新•アクセス日時）や、カスタムプロパティに基づいて、指定したタスクを実行する機 
能です。 


選択したプロパティの値 


⑯ 肌 IDE 肌 
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2 . 2 . 3 A . 2 . 標準プロパティを利用してファイル管理タスクを実行する 

ここでは、1年以上未更新のファイルを別のフォルダーに移動させる、という標準プロパティを利用した 
ファイル管理タスクの実行方法を説明します。 

具体的な設定内容は以下の通りとします。 


項目 

設定内容 

タスク名 

長期間未更新ファイルの抽出タスク 

タスク実行対象フォルダー 

D:¥soumu 

アクション 

D :¥ 古いファイルフォルダーへの移動 

プロパティの 条件 

最終更新から365日以上経過している 

スケジュ^ ー ル 

毎月1日の4:00 


1 . 


管理者 メニューから[ファイルサーバーリソースマネージヤー]を 起動して、 ファイルサーバー 
リソースマネージヤー（ローカル） を展開して、 [ファイル 管理 タスク] を右 クリックし、[ファイル 
管理 タスクの 作成] をクリック します。 


為 

77ィル (F ) 提作 ( A ) 

表示( V ) AJ レブ ( H ) 


a 

m □ 

園 



浴方イルサ-八- UV - スマネ- 5 T - (□- 
>逆クォータの管理 

> j 7?イルスクリーンの管理 
略 記恒域レポ- M ： 管理 

> ® 分領管理 

、 77ィル 管理^^ _ 

|[ 7?ィル管理タスク®^成 ( C ) … 


タス格幻-プ 


最新® II報に 麦新 

表示(V) 

AJ レブ (H) 
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2. タスク名を入力して、 [スコープ] タブに移動します。 



3. [追加]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. タスク実行対象のフォルダーを選択して、 [0 K ] をクリックします。 

フォの参照 

フオ択 


拜 コンピュ-夕- 


>_ 口-カルディスク ( C :) 


口ーカルディスク （ D :) 

= 

i £ Default FTP 

一 

t > i public 


> ▲ Shares 


ik , SMB 


,soumul 


レ L tSSt 

V 


フオ JW -( F ): soumu 


新しいフォ多撕成 ( N ) 

OK 


抑 > lz ル 




5. フォルダーが追加されたことを確認して、[アクション]タブに移動します。 
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6. [ファイルの有効期限]を選択して、[参照]をクリックします。 



7. 移動先のフォルダーを選択して、 [ OK ] をクリックします。 

フォルダーの参照 

フオ必'-織択 


it , test 2 

A 

山 test 3 


i WebDAV Shared 


work 


古しワァイルフォ JW - | 


( E :) 


> ca ボリューム （ F :) 

5 

〇〇刺ュ-ムゅ） 



フォ- ( F ): 古い:77イルフオ』以一 


Srt /ぃフォ腑成 ( N ) | [ OK I [ キル 
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8. フォルダーが選択されたことを確認して、[条件]タブに移動します。 



9. [ファイルの 最終更新からの日数]をチェックしで’365”を入力し、 [スケジュール] タブに移動します。 
ファイル 作成からの日数や、最終アクセス日からの日数など、他の標準プロパティでの条件を設定 
する場合は本画面で、カスタムプロパティを用いての設定を行う場合は、[追加]をクリックして設 
定を行います。 



133 


















































iStorage NS の共有領域を管理する 


□ 31 

□ 最後の値 


実行!^期： I 4 ： 00：OE 


I ヘルブ (id) I 


I キやンセル| 


□ 制限 ( B 寺間数): 

連続勒作 

□ 新しいファイルに対じ？:連続実行する 
□ _有幼にする 

最大□ヴサイズ ( KB )： [ T 024 ] 

連続射)作では、条件に分類プロパティを含$3タスクで、新しく追加されたファイルのみを 
処理します。 


全胺| 7J- ブ|ァクシ 3> |通知|レポ-卜|条件 |スケシュールし 
スケジュール 


ファイル管理タスク_成 >： 


10. スケジュールを設定し、[〇 K ] をクリックします。 


11. 管理タスクが作成されていることを確認します。 



ファイルサーバーリソースマネージヤー 

方ィル ( F ) 提作 ( A ) 表示( V ) AJ レブ ( H ) 


£lM B 

园 



> ^ クオータの管理 

> ^ ：7?ィルスクリ-ンの管理 
B 記恒域レポ- ND 管理 

> 晶 分領管理 
:: i 万イル管理タスク 


j S 

ス]-プ： D:¥soumu (1 アイテム) 



P 

長期間未更新：?7イ)_... D ：¥ S ... 

有効".い… 

il 


6 I8 9 0 

2 2 2 2 3 

□ □□□□ 

12 3 4 5 

2 2 2 2 2 

□ □□□□ 

月 

a 6 7 8 9 〇 

11112 

® □□□□□ 

12 3 4 5 

□ □□□□ 


6 7 8 9 1 

□ □□□□ 

週 

& 12 3 4 

〇 0 □□□口 
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2.2.4 注意事項 

通知機能の注意事項 

• “差出人”電子メールアドレスは、ご利用のメールサーバーの仕様として制限がなければ、送信元とし 
て識別可能な任意の値が設定可能ですが、メールアドレスの形式（「任意の文字@任意の文字.任意の 
文字」）である必要があります。また、”¥”のようなメールアドレスに使用できない記号は使用できま 
せん。 

• 記憶域レポートを電子メールで通知する場合においても 「 C :¥ StorageReports 」 （デフォルト設定）配 
下の記憶域レポートは削除されませんので、お客様にて管理いただく必要があります。 

クォータ機能の注意事項 

• クォータ機能は NTFS のみサボートとなります。 

• 「データ重複除去 （Data Deduplication )」 を利用している場合は、クォータ機能が正しく動作しない 
場合があります。 

• rc ：¥ WINDOWSj などのシステムフォルダーについては、ハードクォータの設定はできません。 

ファイルスクリーン機能の注意事項 

• アクティブスクリーンを 「 C :¥」 や 「 C :¥ WINDOWS 」に設定することはできません。 

ファイルの分類管理の注意事項 

• スケジュ'ールの設定はサ'ーバ'一の負荷が小さい時間帯に設定してください。 

• カスタムプロパティが付加されたファイルを NTFS 以外の領域に移動するとカスタムプロパティは削 

除されます (Microsoft Office ファイルを除く）。 

參 既定の動作では、一度分額処理が行われたファイルは、同じ分類規則で再度分類されることはありま 

せん。 

• コンテンツ分類子でファイルの内容を検索可能なファイルの種類は Filter の有無に依存します。あら 
かじめ対応する I Filter がインストールされていない拡張子のファイルを分類対象とするためには、別 
途その拡張子に対応した Microsoft Filter のインストールが必要となります。 
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2.3 ディスククォータ 

2.3.1 機能概要 

ディスククォータを使用することにより 、 iStorage NS 上で選択したボリュームに対して領域の使用量を制 
限、監視することができます。ユーザー単位で領域使用量の制限を行うこともできます。 

また、クォータでの領域の使用量の制限には以下の2種類の方法が存在します。 

參 ハードクォータ 

領域の制限に達すると、ユーザーはファイルを保存できなくなります。また、データ量が設定した値 
に達すると、通知が行われます。 

參 ソフトクォータ 

領域の制限に達してもファイルの保存は制限されません。通知が行われるのみとなります。 
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2.3.2 設定手順 

ここでは、ディスククォータを設定してボリューム毎にユーザー単位でディスク使用量を制限する手順に 
ついて説明します。 


1. 管理者メニューから [エクスプローラー] を起動します。 


管理者メニュ- 

.一 


□ 




全般 


0' 

エクスプローラー 

エクスブローラーを起動でぎます。 



コマンドブロ'ノブト翅勅できます 0 


ベイ、 ノト 

メモ帳 

ベイ'ノトを起觔でぎます。 

メモ帳を起動できます。 


コ V ビュー々一の 官 

コンビューターの管理趟勅できます。 


シス亍ム 

コンビューターのブロバ亍ィを確認できます。 


Windows ヘル ブとサボート 

Windows ヘルプとサボートを起勅できます。 



役割/機能 


0 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を管理できます。 


NFS 用サー ドス 

NFS サーバーを管理できます。 


ADSIX ディ々一 

NFS の D マッピングを確認できます。 


ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確 i 

2 等ができま 

イ V デ* v クスのオヴ シヨ' ノ 

す。 

ファイル栈索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを管理でぎます。 


印刷の官琿 

ブリントサーバーを f 理できます。 



2. 対象ボリュームを右クリックし、[プロパティ]を選択します。 

コンピューター 

— □ X 


V ❼ 

V 6 

コンピュ-夕 - P 



GB 


6 GB 


GB 

C イス⑸ 

r ( A ：) 





□一カルディスク （ D :) 


空き領域 42.7 GB / 

51.7 GB 

ボリユ-ム （ F :) 


開く (〇) 

新しいウィンドウで閎く ( E ) 

スタ - N こピ>11め ( P ) 

I 

空き領域 85.5 GB / 



練 ( H ) ► 



>V\^ 0 コピ-彌成 ( W ) … 

以前のパ-5^ン碱元( V ) 

ラィブラリに剧 n ( i ) ► 

リム-ノ e / ルディスク 


フォーマット ( A ) … 



コビ -( C ) 

DVD ドラィブ ( J :) 


トカッ成⑸ 

名前の変更 ( M ) 

I 

7□パティ⑻ 
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3. プロパティ 画面で [クォータ] タブを開いて [クォータの 管理を有効にする]をチェック 後、[クォー 
夕制限を超過した ユーザーのディスク 割り当てを拒否する]をチェックし、 [クォータエントリ...] 
をクリックします。 ユーザー 毎ではなく一括で設定を行う場合は、 [ディスク 領域を制限する]、[警 
告 レベルの 設定] に 適切な値を入力し [0 K ] をクリックして終了します。 



4. [クォータエン トリ]画面にて、 [クォータ]- [新規クォータ エントリ] をクリックします。 


^ ( D :) のクオータエントリ 


1クォータ ( Q ) 辐對 E ) 表示 ( V ) /VJ レブ (H 


新規クォータエント J ( N )". 



インポ-卜 ( I )… 

ェク 771?- 卜⑸… 

クォータエン K ) の削除⑼… 

7□パティ ( R ) 

閉 1>5( C ) 

使... クオー棚限詈吿レペル 使用菜 

tors 0 ... 無制限 無制限 N/A | 
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5. [選択するオブジェクト名を入力してください」]に制限を行うユーザー名を入力して、[名前を確認] 
をクリックします。その後、 [0 K ] をクリックします。 



6. ユーザーに適用する制限を入力し、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. クォータエントリが追加されていることを確認し、ツールバーの[クォータ]-[閉じる]をクリック 
します。 


( D :) のクォータエントり 

クォ-夕 ( Q ) 顯 E ) 表示( V ) ~レブ ( H ) 

□ X 豳 の Q 



8. [〇 K ] をクリックします。 
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2.4 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

(DFS) 

システム 管理者が分散 ファイルシステム (DFS : Distributed File System ) を使用すると、 ネッ ト ワーク 上 
に 物理的に分散している ファイルサーバーへのアクセスと、 それらの共有 フォルダーの 管理を仮想的に 統 
合した環境として ユーザーに 提供できます。複数の サーバーに 分散している ファイルが、ネットワーク 上 
の1つの 場所に配置されている ように 見えます 。ユーザーは、ファイルの 物理的な場所を指定しなくても、 
目的の ファイルにアクセスで きます。 
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2.4.1 DFS 名前空間 

2.4.1. 1 DFS 名前空間の機能概要 

DFS 名前空間により、散在するファイルサーバーを統一された名前空間の配下にまとめることができます。 
代表となるサーバーのフォルダー配下に複数のファイルサーバーの共有フォルダーを配することにより、 
それぞれのファイルサーバーの物理的な位置を意識せずにアクセスすることが可能になります。 


DFS 名前空間 フォルダーターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、以下のどちらかの形式の共有パスで、 DFS 名前空間経由 
で共有フォルダーにアクセスすることができます。 

.¥¥DomainA¥Public¥DLink— 巳（先頭が¥¥ドメイン名/ドメインモードの DFS の場合のみ） 

• ¥¥ServerA¥Public¥DLink— 巳（先頭が ¥¥ サーバー名） 

つまり、クライアント PC から ¥¥DomainA¥Public¥DLink_ 巳の配下のファイルー覧を参照すると 

¥¥ServerB¥ShareB の配下のファイルー覧が、 ¥¥DomainA¥Public¥DLink_C の配下のファイルー覧を参照 
すると ¥¥ServerC¥ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
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なお、ワークグループ環境にて DFS 経由で別のサーバーの共有フォルダーにアクセスする場合、名前空間 
のルートとなるフォルダー、フォルダーターゲットとなる共有フォルダーのそれぞれに適切なアクセス権 
を設定しておく必要があります。しかし、フォルダーターゲット間（異なるサーバー間）において、アク 
セス権を含むデータコピーを行った場合は、コピー前のアクセス権でアクセスできないことがあります。 
ドメイン環境であれば、ドメインのユーザーに適切なアクセス権を設定することで DFS リンク先のフォル 
ダーにもスムーズにアクセス可能となり、フォルダーターゲット間でのデータコピー時のアクセス権の問 
題も発生しなくなりますので、 DFS 名前空間機能はドメイン環境にて利用することを推奨いたします。 

名前空間の作成には以下が必要となります。 

(1) 名前空間 サーバー 

DFS 名前空間を作成する際には、名前空間を代表するサーバーである名前空間サーバー（上記の例の 
ServerA ) が必要となります。 

【補足】 

ドメイン環境では、名前空間の情報はアクティブディレクトリに格納されますので、名前空間を作成 
する場合は、名前空間サーバーをドメインコントローラに作成することを推奨いたします。なお、 
iStorage NS はドメインコントローラとすることはできません。 


(2) 名前空間のルート 

DFS 名前空間にアクセスする際には、ドメイン名もしくは名前空間サーバーのサーバー名に続けて、名前 
空間のルート名を指定します。なお、設定時は『名前空間の名前』として指定します。 
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(3) 名前空間 

名前空間には以下の2種類が存在します。 

① ドメイン ベースの 名前空間 

ドメイン環境にて利用することができる名前空間です。共有フォルダーへのアクセスは、ドメイン名もし 
くは名前空間サーバーのサーバー名を用いて行います。また、ひとつの名前空間に複数の名前空間サーバ 
一を設定することができ、共有フォルダーに「¥¥ (ドメイン名） ¥ Public ¥ DLink _ Bj の形式でアクセスする 
ことで、ひとつの名前空間サーバーが停止しても、クライアント PC からのアクセスが引き続き可能とな 
り、耐障害が向上します。 

名前空間作成時に Windows Server 2008モードを指定した場合、アクセスベースの列挙 ( ABE ) 機能を利 
用することができます。 DFS 名前空間内の DFS リンク（ターゲットを持つフォルダー）に設定されたアク 
セス許可 ( ACL ) によって、アクセス権がない DFS リンクをユーザーに見せなくすることができます。 

【注意】 

ドメインベースの DFS 名前空間を利用する場合、名前空間サーバー、フォルダーターゲットのサー 
バー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 


②スタン ドア ロンの 名前空間 

名前空間サーバーを1台のみ設定できます。共有フォルダーへのアクセスは、名前空間サーバーのサーバ 
一名を用いて行います。名前空間サーバーが停止すると、名前空間にアクセスできません。 
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2.4.1. 2名前空間の新規作成 

ここでは、ワークグループ環境で名前空間を新規作成する手順を説明します。名前空間サーバーは 、 borage 
NS (サーバー名： FILESV ) とします。 

1. 管理者メニューの [ DFS の管理]をクリックします。 
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2. [新しい名前空間]をクリックします。 



3. [新しい 名前空間 ウイザード ] の「サーバー」に 名前空間 サーバー となる サーバー 名を入力し、 [ 次へ ] 
をクリックします。 
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4. [名前空間の名前と設定]画面にて、[名前]に新規作成する名前空間の名前を入力して、[次へ]をク 
リックします。ローカルパスやアクセス許可の設定を変更する場合には、[設定の編集]をクリック 
します。 
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[設定の編集]をクリックした場合は、下記の画面が表示されます。 


設定の屬集 


名前空間サ ー パー(秘: 
FILESV 


共有フォルト®: 


Public 

共有フォルダーの□一カルパス (D: 


C：¥DFSRoots¥Public 

参照(〇)- 


共有フォルダーのアクセス許可 (£): 


® すべてのユーザーが_売み取り専用アクセス許可を持つ^) 

〇すべてのユーザー奶売み取り/者き込みアクセス許可を持つ(蚣 

音理者はフルアクセス榷を、モの他のユーザ H お売み取り男用アク t 
ス許可を持つ (£) 

管理者はフルアクセス榷を、その他の：^ザーは誇み取り/害き込み 
u アクセス許可を持つ (M) 

〇カスタムのアクセス許可を使用 (U): 



キャンセル 


デフォルトでは[共有フォルダーのローカルパス]は、 「C:¥DFSRoots¥ "名前空間の名前”」に割り当てられ 
ており、[共有フォルダーのアクセス許可]は、[すべてのユーザーが読み取り専用アクセス許可を持つ]と 
なっています。必要に応じて設定を変更し、 [0K] をクリックしてください。 

[名前空間の名前と設定]の画面に戻ります。 
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5. [名前空間の種類]画面にて、作成する名前空間の種類を選択します。[ドメインベースの名前空間] 
は、サーバーがドメインに参加していないと選択できません 。 [Windows Server 2008モードを有効 
にする]のチェックを有効にすると、 DFS 名前空間でアクセスベースの列挙を使用できます。 
ここでは [スタン ドアロンの名前空間]を選択し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



【注意】 

ドメインベースの名前空間で Windows Server 2008モードを使用するには、ドメインと名前空間で 
次の要件を満たす必要があります。 

• フォレス トの機能 レベル： Windows Server 2003以上の フォレス ト機能 レベル 

. ドメインの機能レベル ： Windows Server 2008以上のドメイン機能レベル 

• すべての名前空間サーバーが 、 Windows Storage Server 2008以降、または Windows Server 2008 

以降の OS であること 
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6. [設定の確認、と名前空間の作成]画面にて、[名前空間の設定]に設定した内容が表示されていること 
を確認して、[作成]をクリックします。 
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7. [確認]画面に切り替わり、名前空間が作成されます。正常に作成が完了すると、[タスク]タブの画 
面の項目にチェックマークが表示されますので、[閉じる]をクリックします。作成がエラーとなつ 
た場合は、[エラー]タブの画面に、詳細なエラー内容が表示されます。内容を確認の上、設定を見 
直し、再度作成してください。 


否 




ステ，ブ： 

名前空間サっ^一 
名前空間の名前と設定 
名前空間の種類 
設定の確目 S と名前空間の作成 
確屋 S 




新しし培前空間ウイザ-ド 


新しい名前空間ウイザードを正常に完了しました。 


丨口 「 x 


タスク 1 x 5- 1 




名前空間を作成します。 


r 閉じる (s) 1 


8. 作成された名前空間を確認します。 
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2.4.1.3 名前空間でのフォルダーの新規作成 

作成した 名 前空間にフォルダーを新規作成してフォルダーターゲットを設定する方法を説明し ます。 ここ 
では、フォルダーターゲットとして、名前空間サーバーとは別の iStorage NS 上にあらかじめ適切なアク 
セス権を設定した共有フォルダーを作成して おきます。 共有フォルダーのパスは 「¥¥ FILESV 1¥ dfstarget 1」 
とします。 

1. 左ツリーに表示されている名前空間を選択し、右画面の[新しい フォルダー] をクリックします。 
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2. [新しい フォルダー]の 画面にて、 フォルダーの 名前を入力し、[追加]をクリックします。 



3. [フォルダー ターゲットを追加]画面にて、 [フォルダー ターゲットへの パス]に ターゲットの パ 
スを入力し、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [新しいフォルダー]の 画面に 戻りますので、[フォルダーターゲット] に フォルダーが追加された 
ことを確認し、 [〇 K ] をクリックします。 


新しいフォ x 


名前⑽ 

| Folderl 


名前空間のプレビュ -®: 

|¥¥FILESWPublic¥Folder1 


フォルダーターゲット ® 

| ¥¥FILESV1¥dfstarget1 | 



追加(汾... 編集 (£)... 



キやンセル 


5. 左ツリー、および中央画面の[名前空間]タブにて、フォルダーが追加されたことを確認します。 


DFS の管理 


% 7?ィル ( F ) 提柞 ( A ) 表示( V )ウィンドゥ ( W ) AJ レブ ( H ) 


令 峰 I qH 


通 j DFS の管理 
^ ^ 名前空間 

> & ¥¥ FILESV¥Public 
> ^ レブカ ー W ン 


¥¥FILESV¥Public (スタン R □ンの名前空間） 


名前空間名前空間サーバー I 委任1 検索 L 


1個のエントリ 


T^T- 


1了1丑 x 



揉作 


¥¥FILESV¥Public 


諮 新しいフォ於.-… 
管理アク tz ス許可の… 
名前空問の非表示… 
表示 

こ嘯しいウィン W 
X 削除 

@ 最新の盾報に更新 
圖カパティ 
Q ~レブ 

Folderl 


フォ jW - 夕-ゲ yh ^" 
フのレブカー… 
フォの移動… 

フォ一名の変更… 


新しいフォ作成し 
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2.4.1. 4 DFS 名前空間の注意制限事項 

春 ドメインベースの DFS 名前空間を利用する場合、名前空間サーバー、フォルダーターゲットのサー 
バー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 

• ドメインベースの名前空間で Windows Server 2008 モードを使用するには、ドメインと名前空間で 

次の要件を満たす必要があります。 

• フオレストの機能レベル： Windows Server 2003 以上のフオレスト機能レベル 
• ドメインの機能レベル： Windows Server 2008 以上のドメイン機能レベル 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Storage Server 2008 以降、または 
Windows Server 2008 以降の OS であること Encrypting File System (EFS) で暗号化されたフアイ 

ルは複製できません。 
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2.4.2 DFS レプリケーシヨン 
2.4.2.1 DFS レプリケーシヨンの機能概要 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダーを双方向に複製•同期するマルチマスタレプ 
リケーシヨンエンジンです。レプリケーシヨンの設定を行ったサーバー上で生じた変更は、レプリケーシ 
ヨン グループの他のすべてのサーバーに複製されます。本機能はドメイン環境でのみ利用可能となります。 

また、読み取り専用のレプリケートフォルダーも作成することができます。これは、たとえば、「センター 
のサーバー上にある情報を、拠点のサーバー上に展開し参照のみを許可する。」とした場合に、センターへ 
のアクセス集中を回避することに役立ちます。 

【注意】 

読み取り専用のレプリケートフォルダーを利用する場合は、アクテイブデイレクトリに Windows 
Server 2008以降のスキーマが必要となります。 


このとき、作成したレプリケーシヨングループに対して伝達テストを実行し、伝達レポートと一般的な状 
態レポートという2種類の診断レポートを作成する機能もあります。詳細については OS のヘルプを参照 
してください。 
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2 A . 2.2 レプリケーシヨングループの新規作成 

ここでは、3台の iStorage NS に存在するフォルダー間で、汎用レプリケーシヨングループを作成する方 
法を説明します。また、3台の iStorage NS のうち更新可能なサーバーは1台のみとし、残りの2台は読 
み取り専用とします。具体的な設定内容は以下の通りとします。 


レプリケーシヨングループ ： groupl 
レプリケートフオルター名： DfsReplication . 

filesvi での更新内容を 

レプリケート 




プライマリーサーバー 

コンピューター名： FILESV 1 
レプリケ_卜するフオルダー: 

D:¥DfsReplicatipn 


FILESVI での更新内容を 

レプリケート 



コンピューター名 FILESV 2 
読み取り専用 

レプリケートするフォルダ_: 

D:¥DfsReplicatipn 


コンピューター名 FILESV 3 
読み取り専用 

レプリケートするフォルダー: 

D:¥DfsReplication 


項目 

設定内容 

レプリケーシヨングループの 

FILESVI 

メンバー 

FILESV 2 


FILESV 3 

レプリケートフオルダーの口 

各サーバーの 「 D :¥ DfsReplication 」 

一カ ルパス 

FILESV 2 と FILESV 3 のフォルダーは読み取り専用レプリケ 


ートフオルダーとする。 

プライマリメンバー 

FILESVI 
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1. FILESV 1 の管理者メニューから [ DFS の管理]を起動して、左ツリーの[レプリケーシ ヨン] をク 
リックします。その後、右画面の[新しいレプリケーシヨング ループ] をクリックします。 



2. [新しいレプリケーシヨングループ ウイザード] が起動します。作成するレプリケーシヨングループ 
の種類を選択し[次へ]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [名前およびドメイン]の画面にて、[レプリケーシヨングループの名前]を入力し、[次へ]をクリッ 
クします。 



4. [レプリ ケーシヨングループのメンバー] にて、 レ プリ ケーシヨングループのメンバー となる サーバ 
一を追加するため、[追加]をクリックします。 


各 


新しいレプ 1) ケーシヨングループウイザード 




m 


レブリケーラヨン a ルーブのメンバー 


ステ，：;： 

レブリケーンヨンクループの種類 

名前ぉょ U ドメィン 

レブリケーンヨンクルーブのメンバ 

トボロジの逞折 

ハブメンバ- 

ハブとスポ，接続 

レブリケーンヨングル-ブのスケジ 
ユールおよ U 帯域傾 

ブライマリメンバー 

レブリケートするフォルタ•一 

設定の確屋 S およびレブリケーンヨ 
ンクル'-ブの作成 

確認 


醞緣で U レ加-シヨン加パ侧つ以上のサ -㈣ 
メンバー(1!!!): 


サーバー 


ドメイン 


[ ii 加 ⑻… j 


[< 前へ ( E )] 次へ(出 > | キャンセル | 
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5. [選択するオブジェクト名を入力してください]にて、レプリケーシヨングループのメンバーとなる 
サーバー名を入力して、[名前を確認]をクリックします。その後、 [0 K ] をクリックします。 



【補足】 

[名前を確認]をクリックする際、ドメインの管理者権限を持つユーザー名とパスワードを要求される 
場合があります。 


6. サーバー追加されたことを確認します。レプリケーシヨングループのメンバーとなるサーバーは2 
台以上必要となりますので、サーバーの数だけ[追加]ボタンをクリックして手順5を繰り返し、 
すべてのサーバーを追加したら、[次へ]をクリックします。 
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7. [トポロジの選択]画面にて、 [ハブ および スポーク] を選択し、 [次へ] をクリックします。 



[フル メッシュ] を選択した場合は、手順10 [レプリケーシヨングループのスケジュールおよ 
び帯域幅]画面に進んでください。 

[トポロジなし]を選択した場合、手順11[プライマリ メンバー] 画面に進んでください。な 
お、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に別途トポロ 
ジを設定する必要があります。また、[次へ]をクリックした後に以下の[警告]画面が表示さ 
れますので、 [0 K ] をクリックしてください。 


警告 x 


A こ®ウイザードカ键了した後で、カスダムトポロジ5作成するまで、レブ 1 片ーシ3ン 
m . は行 ttn ません. 


0K 


【補足】 

[ハブ および スポーク] は、 メンバーが 3台以上の場合のみ選択できます。また、 [フルメッシュ] は 
メンバーが 10台以下の場合に選択すること が 推奨されます。 
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8. [ハブメンバー] 画面で、 [スポークメンバー] 欄より、 ハブメンパーに する サーバーを 選択し、[追加] 
を クリックします。選択した サーバーがハブメンバー として登録されたこと を 確認し、 [次へ] をク 
リックします。 



9. f ハブとスポークの接続]画面にて、ハブメンバーを確認し、[次へ]をクリックします。 


杏 


新しいレブ J ケ-シヨングル-プウイザ-ド 




ハブとスポーりの接続 


ステ9ブ： 

レブリケーンヨンクルーブの種類 

名前およびドメイン 

レブリケーンョン切トブのメンバ 

トポロジの逞折 

八ブメンバー 

ハブとスポ，接梡 

レブリケーシヨンクルーブのスケジ 
ユールおよ U 帯域幅 

ブライマリメンバー 

レブリケートするフォルタ•一 

設定の確ぽおよびレブリケーシヨ 
ンクルーブの作成 

確或 


スポークメンバーごとに、必須およ U 省略可能なハブのメンバーを確諮してください。 [ 
編集]をクリックして必須の八ブメンパーを変更 t るか、または省略可能な八ブメンバ 
-を則除して伏さ U 

接続 切 


スポークメンバー八ブメンバー（必須） 


八ブメンバー（省略可） 

111 Mi 腿男抑 HW 

(ハブはありません) 


r^n »纖激、 ㈣ -を押しながら接続を ㈣ 


1° I 


I く前へ(り i 〉欠へ⑻〉 | r キやンセル 1 
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10. [レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅]画面にて、レプリケーシヨンのスケジュ 
ールと帯域幅を設定してください。常時レプリケーシヨンを行う場合は、[指定した帯域幅を使用し 
て継続的にレプリケートする]を選択して使用する帯域幅を指定します。日時を指定したレプリケ 
ーシヨンを行う場合は、[指定した日時の間レプリケートする]を選択します。なお、[指定した日時 
の間レプリケートする]を選択した場合、[スケジュールの編集]ボタンをクリックするとスケジュ 
ールの設定を行うことができます。詳細は、本書の 【 2.423 レプリケーシヨンの スケジュール 】の 
手順2以降を参照してください。 

設定が完了したら、[次へ]をクリックしてください。 
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11. [プライマリ メンバー] 画面に て、 プルダウン メニューから プライマリ メンバーに する サーバーを選 
び、[次へ]をクリックします。 



【補足】 

プライマリメンバーの設定は、初期レプリケーシヨン時のみ利用されます。初期レプリケーシヨンが 
完了後、プライマリメンバーと他のメンバーの区別はなくなります。新規レプリケーシヨングループ 
の初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上のファイルは他のメンパーサーバー上のファイ 
ルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメンバー以外のメンバーサーバーにフ 
ァイルが存在すると、予期しないファイル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フオル 
ダーに移動しておく等の処置が必要です。 
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12. [レプリケートする フォルダー] 画面にて、[追加]をクリックして、プライマリ メンバーのフォルダ 
一を選択します。 



13. [レ プリケートす るフォルダーを追力 D ] 画面にて、 [レ プリケートす るフォルダーのローカルパス]を 
入力します。 フォルダーの NTFS の アクセス許可を変更す る 場合は、[アクセス許可] を クリックし 
ます。 


レア乃•-卜するフォ似—の追加 


メンバ，： 


「 FILESV1 

コ 



レブリケートするフォルダーのローカルパス (L): 


D：¥Dfs Replication 

参照 ( EX . 




l?'j ： u：¥Uocumems 


レブリケーンヨンクループのすべてのメンノトで•このフォルダーを表す名前 
を逞択または入力してく饺い。この名前は、レブリケートフォルダー名と 
して認識されます 0 

® パスに応 b た名前を使用(扭： 


|Dfs Replication 

n 


〇カスタム名を使用 ( U ): 


例 ： Documents 


[アクセス I 午可 (E)»] OK I キャンセル] 
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14. [レ プリケートする フォルダー] 画面にて、 [レ プリケート フォルダー] に設定した内容が表示されて 
いることを確認し、 [次へ] をクリックします。 



15. [他のメンバーにおける••レプリケートフ オルダ ー名"の ローカルパス] 画面にて、[メンバーの詳細] 
にプライマリメンバ'一以外のメ ンバ ー のサ' ーバ'一名が表示されていることを確認します。[口'一力 
ル パス】 が“く未設定〉，，になっているメンバーを選択し、[編集]をクリックします。 
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16. [編集]画面にて、[メンバーシップの状態]の[有効]を選択し、[フォルダーのローカルパス]を入 
力します。このフォルダーを読み取り専用のレプリケートフォルダーにする場合は、[選択したレ 
プリケートフォルダーをこのメンバーに対して読み取り専用にする]チェックボックスにチェック 
を入れます。ここでは[選択したレプリケートフォルダーをこのメンバーに対して読み取り専用にす 
る]チェックボックスにチェックを入れ、 [0 K ] をクリックします。 
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17. [他の メンバ' 一における"レプリケ' ー トフ オルダ 1 一名"の口' ーカノ レパス]画面に戾り、 [メンバ' 一の詳細] 
に ローカル パスが表示され、 [メンバーシップの 状態]が”有効（読み取り専用）”になっていること 
を確認します。その後、 [ローカル パス]が”く未設定>”になっている他の全ての メンバー について 
も、同様に ローカル パスを設定して、[次へ]をクリックします。 
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18. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面にて、設定内容を確認し、[作成]をクリ 
ックします。 



19. [確認]画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成されます。正常に作成されると、[タス 
ク]タブの画面の全項目の状態が”成功”になりますので、[閉じる]をクリックします。作成がエラ 
一となった場合は、 [エラー] タブの画面に、詳細なエラー内容が表示されます。内容を確認の上、 
設定を見直し、再度作成してください。 


新しいレカケ-シヨングル-プウ■(■ザ-ド 


エロ |: 


X 


ステ，ブ： 

レブリケーション a ル-ブの種類 

名前およ U ドメイン 

レカケーションクルーブのメンバ 


トポロジの通択 

ハブメンバー 

ハブとスポ-クの掊続 

レブリケーンヨンクルづのスケジ 
ユールおよ U 帯域幅 

ブライマリメンパー 

レプリヶートす5フォルト 

他のメンバーにおける 
dfstargetl ® □一カルノ^7« 

設定の確屋 S およ U レブリケーシヨ 
ングルーブの作成 


新しいレブリケーンヨングルづウイザードを正常に完了しました。 


今スわ 「 T — 


タスク 

状態 

6 レブリケーンョン⑺トブの作成 

成功 

〇 メンバー©作成 

成功 

0 レブリケートフォルトへのアクセス許可の設定 

成功 

¢1 レブリケ-トフォルダーの作成 

成功 

.0 メンバー》ブオブジ1クトの作成 

成功 

〇_ 接続の作成 

成功 


A ステージンクフォルダーのクォータのサイズをレブリケーンヨンが低下したり停 
止したりしない穴きさにするには、レプリケートするファイルのサイズを考處す 
る必要があります。詳細(こついては、 フォ ルタ ーの 居•谪化 f 厂閉 
するガイす ノスを 参照してください。 


I F 為(〇) 1 
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20. [閉じる】をクリックすると、下記の[レプリケーシヨンの遅延]画面が表示されます。 [0 K ] ボタン 
をクリックして画面を閉じます。 



21.[ DFS の管理]画面に、作成したレプリケーシヨングループが表示されていることを確認してくださ 
い0 
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2 . 42.3 レプリケーシヨンのスケジュール 

スケジュールにしたがってレプリケーシヨンを実行する場合の設定方法を説明します。 


1. FILESV 1 の [ DFS の管理]画面にて、左ツリーより、スケジュールを編集するレプリケーシヨング 
ループをクリックし、右画面の[レプリケーシヨングループスケジュールの編集]をクリックします。 


DFS の管理 


I 


色 77イル (F ) 提作 ( A ) 表示( V)ウインドウ (W) /\J レブ (H) 

蜂 fita] q ^ 


I -1 x I 


^ DFS の _ 
^ 名前空間 


[ 


赶 groupl 


メンバ-シッブ i 接続 r レブリケートフォルダー f 委任 | 

3 ■のエントリ 


状態 1 □-カルパス 

メンバーシ…| メンバー 

レブ片一卜.. 

又テ-ジンヴク… 

日 レブ！乃一トフォルダ- 

DfsReplication (3 アイテム） 


D：¥DfsReplic... 

有幼 FILESV1 

DfsReplicati... 

4.00 GB 

D：¥DfsReplic... 

有幼 FILESV2 

DfsReplicati. 

4.00 GB 

D：¥DfsReplic... 

有幼 FILESV3 

DfsReplicati... 

4.00 GB 






操作 


groupl 




鋩新 U 、;<> パー". 

洛 新しいレブカートフォ W -". 

^ 新しし搬… 

新しいトポロジ… 

_ 診断レポ-_成… 

h / tvOSXDJUS ... 

詢アク tZTlT 可 

I レブ 1 力ーシ3ングループスケジユ… 
Vy "―>3-/ V 7 i /— 

m. 

こしりイン W 

X 削除 

囫 最新の情報に更新 

11 加行イ 
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2. [スケジュールの編集]画面が表示されますので、スケジュールを設定します。 



【注意】 

レプリケーシヨングループの作成ウイザードから直接スケジュールの編集を実行する場合の初期状 
態は、上記のとおりレプリケーシヨンが全く行われない設定ですが、レプリケーシヨングループ作成 
時に[指定した帯域幅を使用して継続的にレプリケートする]を選択した場合の初期値は、すべての 
曜日の24時間に対して最大の帯域を使用する設定となっています。 

設定を変更する場合はすべての曜日に対して適切な設定を行うよう注意してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


カレンダー表示からレプリケーシヨンを実行するスケジュールを設定する場合は、曜日と時間が表 
示されているマス目を選択もしくはドラッグして範囲指定をし、その範囲における帯域使用率を 
[帯域幅使用率]のプルダウンメニューから選択します。 



数値の入力にて設定する場合は、[詳細 (D)>>] をクリックしてから、[追綱をクリックします。 
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必要に応じて設定を行い、 [0 K ] をクリックして [スケジュールの 編集]画面に戻ります。たとえば、平日 
の22時から翌6時までレプリ ケーシヨンを 行う設定とする場合は、以下のように2 つのスケジュールを 追 
加します。 



スケタ： l - JUD 伽 x 

閉始畤刻⑤ 終了畤刻必 

[22：00 v | [ 〇 ：00 v] 紐!続 B 寺 P 君 2 B 寺 P 占 


B(Y )： 

□日 Bi 日 0月睹日 0火 B | 日 0水曜日 

0木曜日 @金睹日 □ 土曜日 


帯域幅使用率 ( B ): 


T 5 T - | [キ v ンセル] 
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寺刻 

終了時刻 

期間 

帯域 H 

0:00 

6：00 

6 B 寺間 

最大 

22:00 

0：00 

2 B 寺間 

最大 

0：00 

6：00 

6 B 寺間 

最大 

22：00 

0：00 

2 B 寺間 

最大 

0：00 

6：00 

6 B 寺間 

最大 

22：00 

0:00 

2 B 寺間 

最大 

0：00 

6：00 

6 B 寺間 

最大 

22：00 

0：00 

2 B 寺間 

最大 


|A 


追加 ( 初... 編集 (£)•_• 1匚削除 ( B ) I 


くく詳細 ⑼I 


OK I [ キャンセル I 


3. 設定が終わったら、 [0 K ] をクリックして[スケジュールの編集]画面を閉じます。 




スケジュールの編集 




基本スケジュール⑤： I 受信側メンバーの d '- カルタイム 


10 12 14 16 18 20 22 24 


fAX ^ 


1 I I 




w 








BBIB 







m 


m 

m 







月睹日^ 

























火 

























水 BIB ^ 

























木 m 

























金010^ 

























土睹日 

帯域幅使用率( I ) 

1 

M 

DPS 






y 

















mm» ] 


OK _ I I キゃンセル] 


追加すると、以下のようにカレンダーと詳細画面に設定したスケジュールが表示されます。 

-? スヶジュ - J _ 集 x 

基本スケジュール⑤： I 受信側メンバ'-のカルタイム V] 


10 12 14 16 18 20 22 24 


t ベて 













日 BIB 

■ 

" T - 











月 Bi 日 











火睹 a ^ 


■■ 










水 BiS ~ 













木啳 5^ 













金曜 B ~ 













土 bib ^ 

帯域幅使用率 ( S ) 

最大 

Ti 

了 


V 










日日日日日日日日 

BiBiBiBiBiBiBiBi 

日月月火火水水木木 
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2.4.2.4 DFS レプリケーシヨンの注意事項 

• ソフトウェアベンダーに問い合わせて、使用するウイルス対策ソフトウェアやバックアップソフト 
ウェアが DFS レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互換性がないソフトウェァを使用すると、様々な問題が発生する可能性が 
あります。 

• DFS レプリケーシヨンはワークグループ環境では利用できません。必ずドメインに参加した状態で 
ご利用ください。 

• レプリケートフォルダーは、 NTFS 上に作成する必要があります。 

• レ プリケートグループのメンバーサーバーは、同じ フォレスト 内であれば同じドメイン内でなくても 
かまいませんが、異なる フォレス トに属するサーバーを設定することはできません。 

• ハードリンクとリパースポイントは複製されません。 

• データベースファイルのように継続的にオープンされ続けているファイルは複製されません。ファイ 
ルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、以下を注意してください。 

• レプリケートフォルダーにある DfsrPrivate 隠しフォルダーは、クォータやファイルスタ 
リーンの影響を受けないようにしてください。 

• レプリケーシヨンサーバー間では、クォータやファイルスクリーンの設定を一致させる必 
要があります。 

• レプリケートによってクォータやファイルスクリーンの矛盾が発生すると、複製が失敗し、 
その後、継続的に複製をリトライするために、システムの性能に問題が発生します。 

• ドメインコントローラが Windows Server 2003 以前の OS の場合、 DFS レ プリ ケー シ ヨンを 設定 
する前に、 ドメインコントローラの Active Directory スキーマを 更新する必要があります。 

• 読み取り専用のレプリケートフォルダーを利用する場合は、 Windows Server 2008 以降のスキーマが 
必要となります。 

• 読み取り専用のレプリケートフォルダーを有効にすると、レプリケートフォルダーが存在するボリュ 
ームの全てのファイルの書き込みオープンおよび新規作成の操作が監視されます。このため、ファイ 
ルサーバーの性能が低下する可能性があります。 

• 新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上のファイルは他 
のメンパーサーパー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメンパ 
一以外のメンパーサーバーのレプリケートフォルダーにファイルが存在すると、予期しないファイル 
消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダーに移動しておく等の処置が必要です。 
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2 A . 2.5 DFS レプリケーシヨンの制限事項 

• 同時に（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新処理を行なう運用 
は避けてください。そのような運用では、サーバー間のレプリケーシヨン時に競合が発生し、最も新 
しい更新以外は破棄されます。この動作はマルチマスタレプリケーシヨンを行なう DFS レプリケー 
シヨンの仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用者）の観点では、意図 
しないファイル破損に見えることがあります。 

• なお、破棄されたファイルはレプリケートフォルダーの配下に存在する 

『DfsrPrivate¥ConflictAndDeleted』 フォルダーに移動されますが、ファイル名は変更されます。 
元のフアイル名との対応は、 『DfsrPrivate¥ConflictAndDeletedManifest.xml』 フアイルに記録され 
ています。また、 『ConflictAndDeleted』 フォルダー内に保持できるファイルサイズは、デフォル 
卜で 660MB までになっていますので、ディスク使用量がこの値に近づくと 『ConflictAndDeleted』 
フォルダー内のファイルは自動的に削除されます。 

• システムファイルは複製しないように注意してください。 

• Encryptina File System (EFS) で暗号化されたフアイルは複製できません。 
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2.4.3 DFS 名前空間と DFS レプリケーシヨンの連携 

2.4.3. 1 機能概要 

DFS レプリケーシヨンによって相互の レ プリケーシヨンが行われている レ プリケーシヨングループの レ 
プリケートフォルダーを共有し、 DFS 名前空間にて公開することができます。この設定を行った状態でク 
ライアント PC から DFS 名前空間に公開したレプリケートフォルダーにアクセスすると、ターゲットサ 
ーバーを意識することなくアクセスが可能となります。これによって1 つの ターゲットサーバーがダウン 
している状況においても他のターゲットサーバーに対して共有名を用いてのアクセスが実現されますので、 
ファイルサーバーの冗長性を向上させることができます。 


178 




iStorage NS の共有領域を管理する 


2 A . 3.2 名前空間での共有と公開 


DFS 名前空間で公開されていない レ プリケーシヨングループの レ プリケートフォルダーを DFS 名前空間 
に共有および公開する方法を説明します。ここでは、あらかじめ FILESV 1、 HLESV 2、 FILESV 3 のそれ 
ぞれのサーバーに存在する D :¥ DfsReplication フォルダーを相互にレプリケートするレプリケーシヨング 
ループ （ groupl ) と、ドメインベースの DFS 名前空間 （¥¥ NEC - Domain ¥ Public ) が存在している環境を、 
例に説明します。 


フオノレター ター ゲット 


DFS 名前空間 


I- 


名前空間サーバー 

コンピューター名 NEC-DC 
所属ドメイン： NEC-Domain 


名前空間のルート 
ルート名 Public 




(DFS リンク）： 

DfsReplication 


3台の サーバーのレ プリケートフオルダ ーを 
相互にレプリケート 



コンピューター名： FILESV 1 

レプリケートするフオルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 




コンピューター名： FILESV 2 

レプリケートするフオルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 


井 


コンピューター名： FILESV 3 

レプリケートするフォルダー： 

D:¥DfsReplicatipn 


レプリケーシヨンヮループ ： groupl 
レプリケートフオルダー名 ： DfsReplication 
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1. FILESV 1 の [ DFS の管理]画面にて、左ツリーより、レプリケーシヨングループをクリックします。 
中央画面で[レプリケートフォルダー]タブをクリックし、[レプリケートフォルダー]が 
「 DfsReplication 」 となっているエントリを選択します。右画面の[名前空間での共有と公開]をク 
リックします。 
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2. [レプリケ'ートフォルダ'一の共有と公開ウイザ'ード]が起動します。レプリケ'—トフォルダ'—の公開 
方法として、以下のいずれかを選択して、[次へ]をクリックします。 

• [レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]: 

レプリケートフォルダーを共有し、 DFS 名前空間にも公開します。 

• [レプリケートフォルダーを共有する]: 

レプリケートフォルダーの共有のみを行い、 DFS 名前空間には公開しません。 

ここでは、[レプリケートフォルダーを名前空間で共有および公開する]を選択します。 
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3. [レプリケートフォルダーの共有]画面にて、[詳細]の [アクション] 列を確認してください。[共 
有フォルダーを作成]となっている場合は、現在共有フォルダーは作成されておらず本操作にて作 
成が行われますので、[編集]をクリックして新しい共有フォルダー名と共有フォルダーのアクセス 
許可を変更および確認します。 

確認が終了したら、 [次へ] をクリックしてください。 
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[編集]をクリックすると、[共有の編集]画面が表示されます。[次の共有フォルダーを使用]は[新 
規]が選択されていますので、必要に応じて共有フォルダー名を入力します。 



[新しい共有フォルダーのアクセス許可]にてアクセス許可をカスタマイズする場合は、[すべてのユーザー: 
カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリックします。[共有のアクセス 
許可]画面が表示されますので、アクセス許可を編集してください。 

編集が終了したら [0 K ] をクリックしてください。[レプリケートフォルダーの共有]画面に戻ります。 
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4. [名前空間のパス]画面にて、[参照]をクリックします。 



5. [名前空間の参照]画面の[名前空間]にて、レプリケートフォルダーを公開する名前空間を選択して、 
[0 K ] をクリックします。 
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6. [名前空間のパス]画面に戻りますので、[名前空間での親 フォルダー] の表示内容を確認し、 [次へ] 
をクリックします。 



7. [設定の確認およびレプリケートフオルダーの共有]画面を確認し、設定内容が正しい場合は、[共有] 
をクリックします。 


レブ II ケートフオルターの共有と公開ウイザード 



設定の確認およびレブリケ-トフ >1■ル5-®共有 


ステ，：;： 

公間方法 

レブリケートフォルタ•一©共有 

名前空間のパス 

設定の確既およ0•レブリケ—トフ 
オルターの共有 

確昼 S 


レブリケートフォルダ'•を共有するため(こ、ン欠®設定が逞択されました。設定が正しけれ 
は、[共有]をクリックしてレブリケートフォルダーを共有または公閡してください。設定を 
変更する(こは、[前へ]をクリックするか、または作案項目ウィンドウで該当するページを 
逞択してくださ U 


共有フォルダーの設定 (£> 

公閉方法： 

名前空間のレブリケートフォルダーを共有およします。 

共有フォルダ—名： 

FILESV1 :共有フォルダーを作成: DfsReDlication 

FILESV2 :共备フオルタ-を作成: DfsReplication 

FILESV3 :共有フォルダーを作成: DfsReplication 

名前空間のパスを使用して公 P 愚 

M¥nec~do mainco ,jp¥ Public^ Dfs Rep 1 icat ion 

フォルダーターゲットを作成 (3): 

¥¥ FIL ES V1 nec-do ma in co ,jp¥ Df s Rep 1 icat ion 
¥¥ FIL ESV2 nec-do ma in jco ,jp¥ Df s Rep 1 icat ion 
¥¥ FIL ESV3 nec-do ma in co .jp¥ Df s Rep 1 icat ion 

へ 

V 




x 


「く前へ (£) |共有⑤ JI キャンセル I 
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8. [確認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダーの共有と公開が行われます。正常に完了すると、 
[タスク]タブの画面の全項目の状態が”成功”になりますので、[閉じる]をクリックします。共有 
や公開がエラーとなった場合は、[エラー]タブの画面に、詳細なエラー内容が表示されます。内容 
を確認の上、設定を見直し、再度設定してください。 



9. [ DFS の管理]画面の中央画面の[レプリケートフォルダー]タブの[公開の状態]が“名前空間に公 
開”と表示されていることを確認します。 
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2.5 データ重複除去 

ファイルサーバーの 共有 フォルダーには 各種 ファイルが 格納されますが、それらの ファイルデータには同 
一のデータパターンが 繰り返し出現す る ことがあります。 

Windows Storage Server 2012 Standard Edition には、上記のように重複して記録されているデータパター 
ンによって消費されているディスク使用量を削減することにより、ディスクの空き容量を増やすことがで 
きる『データ重複除去』という機能が搭載されています。 

データ重複除去を使用すると、より多くのデータをハードディスクに格納できるようになります。 

データ重複除去機能における重複除去の単位はブロック単位で、処理タイミングは後処理方式を採用して 
います。このため、効率的な重複除去を実現し、ファイルサーバーの性能に配慮しています。 

本章では、データ重複除去の導入 • 運用について説明します。 

データ重複除去に関する操作は、主にサーバーマネージャーから行い、一部の機能は PowerShell にて行い 
ます。 

2.5.1 概要 

2.5.1. 1 重複除去の特徴 

データ重複除去には、下記の特徴があります。 

1) ディスク使用量の縮小化 

2) パフ オー マンス 

3) 信頼性とデータ整合性 

上記 3 つについて、それぞれ説明します。 
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1) ディスク使用量の縮小化 

データ重複除去は、対象ボリューム内に存在する ファイル、ファイル 間を探索し、同じデータが複数箇所 
で見つかった場合は、重複するデータの保存場所をブロック単位で集約することにより、ディスク使用量 
を節約します。 


2) パフオーマンス 

データ重複除去は、サーバー上の他の処理に極力影響を及ぼさないように設計されています。 

最適化処理の動作タイミングは、後処理方式 (Post-Process 方式）のため、アプリケーション等のデータ書 
き込みの延長で実施することはありません。このためファイルの書き込み性能に影響を与えません。 
最適化処理は、デフォルト設定で1時間毎に実行し、かつ、他の処理よりも低い優先順位で実行します。 
また、 システムの 負荷が高まった場合は最適化処理を中断します。お客様の運用状況に応じて スケ ジュー 
ルを カスタマイズ することもできます。 

3) 信頼性とデータ整合性 

重複除去されたデータブロックが100箇所(既定値)以上から参照されている場合、頻繁に利用される重要 
なデータとみなし、安全のために別の領域にパックアップコピーを作成します。 

また、週に一度、データスクラブというジョブが実行され、 この ジョブによって重複除去されたデータの 
整合性チェックが実施されます。もし破損が見つかった場合はバックアップコピーからデータを復元しま 
す。これによりデータの整合性と信頼性を保ちます。 

2.5.1. 2 重複除去の概要 

以下に、データ重複除去の最適化処理の動作について説明します。 


1) 最適化処理の流れ 

データ重複除去の最適化処理の動作概要は、下記の①〜③のとおりです。 

①ブロック分割 

最適化ジョブは、対象ボリューム上でファイルサイズが 32KB 以上、かつ、5日(デフォルト設定時）以上 
アクセスされていないファイルを見つけると、ファイル内のデータを 32KB から 128KB の可変サイズのブ 
ロックに分割します。このブロックをチャンク (chunk) と呼びます。 
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② ブロック集約 

分割されたチャンクデータを、同ーボリューム内のチャンクストア内にあるコンテナファイルに移動しま 
す。チャンクデータをコンテナファイルに格納する際に、コンテナファイル内に同じデータを持つチャン 
クが既に存在するか確認します。存在していない場合、コンテナファイルにチャンクデータを追加します。 

③ ブロツクリンク 

既にコンテナファイル内に同じチャンクが存在していた場合、コンテナファイルに追記せず、既に存在す 
るチャンクデータをリンクします。これにより、元のファイルからは、最適化前のファイルデータを再現 
できるように、コンテナファイル内のチャンクデータを参照します （NTFS のリパースポイント機能を利用 
します）。 


最適化前 
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2) アーキテクチャ 

データ重複除去は、主に下記の表の4つのコンポーネントで構成されています。 


コ ン ポー ネント名 

タイプ 

説明 

ファイルシステムフイルター 

力 1 ー ネルモ 

重複除去されたファイルをアクセスする場合に動作 

ドライバー 

ードドライ 

するドライバーです。 

(ドライバー名： dedup.sys) 

バー 


最適化ジョブ 

ジョブ 

ファィルデータの重複除去を実行するジョブです。 

(Optimization Job) 


デフォルト設定では、タスクスケジューラから毎時 

45 分に低い優先順位で実行されます。システム負荷 

が高い場合には処理を中断します。また、追加のス 

ケジュール設定により、曜日と時刻を指定して通常 

の優先順位で実行するようにカスタマイズすること 

もできます。 

ガベージコレクションジョブ 


チャンクストア内のチャンクデータを探索し、参照 

(Garbage Collection Job) 


カウントが 0 のチャンクを削除して、ディスクの空 

き容量を増やすためのジョブです。 

デフォルト設定では、タスクスケジューラから毎週 

土曜の 2:45 に標準の優先順位で実行されます。 

データスクラブジョブ 


データの整合性をチェックするジョブです。問題を 

(Data Scrubbing Job) 


見つけた場合は可能であれば修復します。 

デフォルト設定では、タスクスケジューラから毎週 

土曜の 3:45 に標準の優先順位で実行されます。 


3) 重複除去のシステムファイル（チャンクストア） 

データ重複除去の有効/無効の設定は、ボリューム単位に行うことができます。 

データ重複除去を有効にすると、そのボリューム上にデータ重複除去のコンテナファイルの格納場所（チ 
ャンクストア）が作成されます。チャンクストアの実際の場所は、各ボリュームのルートにある System 
Volume Information フォルダーの配下になります。なお、 System Volume Information フォルダーは、 
SYSTEM アカウントのみがアクセス権を持つ隠しフォルダーとなりますので、通常はフォルダーの内容を 
参照/確認することはできません。 

4) PowerShell コマンドレット 

データ重複除去の主な管理機能はサーバーマネージャーに統合されていますが、サーバーマネージャーに 
含まれない管理機能を利用する場合は、 PowerShell のコマンドレットを使います。 

データ重複除去のコマンドレツトー覧は、 【 2.5.13 PowerShell コマンド レット】を参照してください。 
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2.5.2 システム要件 


データ重複除去を利用する際に必要なシステム要件は以下の通りです。 

1) 対象ボリュームについて 

データ重複除去を有効にするボリュームは下記の要件を満たす必要があります。 

• デ'ータボリュ'—ムであること。（システムボリュ'—ム、およびブ 1 —トボリュ'—ムには利用できません） 

• 対象のボリュームは、ローカルの固定ドライブや Fibre Channel、iSCSI SAN ストレージ上のボリュ 
ームであること。（取り外し可能なボリュームや、ネットワークドライブは利用できません） 

• クラスタ共有ボリューム (CSV) には利用できません。 

• ボリュームのサイズが 2GB より大きいこと。 

• パーティション方式は、 MBR と GPT の両方を利用できます。 

• NTFS ファイルシステムであること。 （FAT や ReFS は利用できません） 

• フェイルオーバークラスタのデータボリュームとして利用できます。 

• データ重複除去を同時に有効化できるボリューム数は最大90です。 

• 高いファイルアクセス性能が求められるボリュームは、対象ボリュームにしないようにしてください。 

• RAID 構成を確認し、システムボリュームや高いファイルアクセス性能が求められるボリュームと物 
理ディスクを共有しているボリュームは、対象ボリュームにしないようにしてください。たとえば、 
下記の図のように物理ディスク4つで RAID5 を構成し論理ディスクを2つ作成した場合、2つの論 
理ディスクは物理ディスクを共有します。このとき、論理ディスク1がシステムボリュームまたは高 
いアクセス性能が求められる場合は、論理ディスク 2 はデータ重複除去の対象ボリュームにしないで 
ください。 


物理ディスク4つから RAID 5 の論理ディスクを2つ作成 


/物理デイスク11|物理デイスク2| f 物理ディスタ3 ] ^物理ディスク4 


論理ディスク1(システム ボリューム） 


論理 ディスク 2( データボリューム） 
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2) 対象 ファイルの 種類に ついて 

下記のファイルはデータ重複除去の対象になりません。 

• 動作ポリシーとして設定した日数(デフォルト設定： 5 日）が経過していないファイル 

• 他のアプリケーションによってオープン中のファイル 

• サイズが 32KB 未満のファイル 

• システム属性ファイル 

• NTFS alternate data stream 

• 暗号化されたファイル 

• 拡張属性を持つファイル 

• リパースポイント(データ重複除去以外のリパースポイント） 


3) メモリ 容量に ついて 

データ重複除去を実施するには、最低 4GB のメモリが搭載されている必要があります。 

また、重複除去の最適化ジョブ1つあたり 350MB のユーザーモードの空きメモリが必要となります。 
同時に複数の最適化ジョブを実施する場合には、実行数に応じて追加メモリが必要となる場合があります。 
次項にて、追加メモリの要否の算出方法について記載します。 
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4) 追加 メモリの 要否の計算方法に ついて 

最適化ジョブの同時実行数は、 CPU コア数の要件と、物理メモリ量の要件に依存します。 

最適化ジョブの同時実行数と追加メモリの要否について、 

• 2 コア CPU が 1 つ 

• 物理メモリ 4GB 

の環境を例として説明します。 

CPU コア数が n の場合、最大 n+ 1個の最適化ジョブを同時実行できます。 CPU コア数は、 Hyper-Threading 
の影響を受けない物理的なコア数です。1つの最適化ジョブは、同時に1ボリュームの最適化を実施し 
ます。よって、2コア CPU が1つの場合、同時に3つの最適化ジョブを実行できます。 

次に、バックグラウンドモード(低い優先順位）のジョブは、最大で物理メモリの25%まで利用できます。 
スループットモード(通常の優先順位）のジョブの場合、最大で物理メモリの50%まで利用できます。 

物理メモリが 4GB の場合、バックグラウンドモードの最適化ジョブは最大で物理メモリの25%の 1GB の 
メモリを利用できます。 1GB(1024MB) を 350MB で割ると、 2.9 ジョブですので、最大で2ジョブを同時 
に実行できます。 

今回のケースでは、 CPU コアの要件において3つの最適化ジョブを同時に実行できますが、メモリ要件で 
は最大2つの最適化ジョブまでしか実行できないため、結果的に同時に最適化できるのは2ボリュームま 
でとなります。 

【注意】 

上記の計算は、他の処理によるメモリ使用量を考慮しておりませんので、他の処理が多くのメモリを 
使用している場合は、メモリ不足により理論上の数を同時に最適化できない場合があります。従って、 
十分なメモリを搭載することをお勧め致します。 
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2.5.3 導入設計 

下記の5点を考慮し、データ重複除去を有効にするボリュームを決定してください。 

1) データ重複除去に適したボリュームを選択します 

重複除去されたファイルに変更を行うと、せっかくの重複除去の結果を破棄してしまい、リソースの無駄 
が生じますので、変更の頻度が低いファイルが多く格納されているボリュームがデータ重複除去に適して 
います。 

2) 最適化ジョブの実行タイミングを検討してください 

デフオルト設定の最適化ジョブは、バックグラウンドモードで1時間間隔で実行されますので、業務処理 
性能の観点にて適切か判断してください。業務時間中(ピーク時)の負荷を少しでも減らす場合は、バックグ 
ラウンドモードの最適化ジョブを無効化し、週末などの業務時間外にスループットモード（通常の優先順 
位）の最適化ジョブを実行してください。 

3) 24時間365日業務利用するサーバーでは、データ重複除去を実施しないことを検討してください 

24時間365日に渡って業務処理で利用されるサーバーでは、最適化ジョブの種類の変更や、ジョブの実行 
時間帯の調整では適切に運用できないことが考えられますので、このような場合はデータ重複除去を有効 
化しないことをお勧めします。 


4) 重複除去対象の選別条件を検討します 

デフォルトでは、未アクセス状態が5日以上のファイルを重複除去対象としますが、この日数が適切か確 
認してください。 

また、特定の拡張子を持つファイルや特定のフォルダーを重複除去対象から除外する必要がないか確認し 
てください。 

5 ) 既存ホリュームへの適用 

既に大量のファイルが格納されているボリュームでデータ重複除去を有効化する場合、初回の最適化ジョ 
ブに長い時間がかかる可能性があります。これは正常な処理となりますので、あらかじめ想定しておく必 
要があります。初回の最適化時にはバックグラウンドモードの最適化ジョブではなく、業務時間外にスル 
ープットモードの最適化ジョブを実行することを検討してください。 
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2.5.4 インストール手順 

データ重複除去機能は、出荷時状態ではインストールされておりませんので、下記の手順でインストール 
してください。 

1. サーバーマネージャーを起動し、画面右上の[管理]をクリックし、[役割と機能の追加]をクリッ 
クします。ウイザードに従って、[サーバーの役割]まで進みます。 



2. 上記の画面で [データ 重複除去]をチェックし、 [ 次へ ] を押してウイザードに従ってインストール 
を完了してください。サーバーの再起動は不要です。 

なお、上記手順にてデータ重複除去機能をインストールしただけでは、データ重複除去機能は動作しませ 
んので、導入設計に従い設定を行ってください。 
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2.5.5 導入効果確認 ( DDPEVAL コマンド） 

DDPEVAL.EXE コマンドを利用すると、データ重複除去機能を導入した際の効果を事前に測定することが 
できます。なお、実際の重複除去はデフォルトで5日以上アクセスされていないファイルを対象とします 
が、 DDPEVAL.EXE コマンドはすべてのファイルを対象として測定しますので、実際にデータ重複除去機 
能を導入した際の結果と測定結果に誤差が生じることをあらかじめご了承ください。 

この測定に際し、ボリュームに変更を加えることはありませんが、システム負荷の低い時間帯に実行する 
ことをお勧めします。 


DDPEVAL . EXE コマンドの使用方法 

たとえば、 E ドライブのデータ重複除去効果を測定する場合は、以下のコマンドを実行してください。 

DDPEVAL.EXE E: N (E は測定するボリューム名） 

コマンドの詳細につきましては、 

DDPEVAL.EXE /? 

を実行し、ヘルプを参照してください。 

なお、 0S が使用しているボリュームや、既にデータ重複除去が導入されているボリュームを指定すると下 
記の図のようなエラーが発生しますのでご注意ください。 


C:¥>DDPEVAL.EXE C: /V 

Data Dedup 11 cation savinss Eva Iuation Tool 

Copyright (c) 2012 Microsoft Corporation. AN Rights Reserved. 

f ラー：評価はシステム、ブート、またはデータ重複除去が有効なポリュームではサボー 
卜されません。 
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DDPEVAL.EXE コマンドの実行結果は下記の図のようになります。 
結果表示は、おおまかに 5 つのブロックに分かれています。 


C:¥>DDPEVAL.EXE E: /V 

Data Deduplication Savings tvaluaiion lool 

Copyright (c) 2012 Microsoft Corporation. All Ri; 

進行評価された フォルダー： E: 

評価された フォルダーの サイズ： 5.34 GB 
評価され た フォルダーのファイル ：106 


& 理されたフ 7 ィル： 51 




Br 


最適化されたファイルサイズ： 2.12 GB 


5.34 GB のデータが 2.12 GB に最 
適化され、 3.22 GB の効率化が見 
込めることを示しています 


最適化されたフ7イルサイズ（圧縮なし）： 2.30 GB 
領域の節約（圧縮なし）： 3.04 GB ^ 

領域の節.約割合（圧縮なし）： 56 




① 評価対象として指定されたボリューム内の総ファイル数と、ファイルサイズの合計を表示してい 
ます。 

② 最適化対象と判断されたファイル数とファイルサイズを示します。 

③ データ重複除去の圧縮機能が有効の場合（デフォルト設定：有効）に、②の最適化対象ファイル 
に対して重複除去の最適化を実施した後の合計ファイルサイズ、および、節約されたサイズの見 
積もりとなります。上記の例では、最適化前の合計ファイルサイズが 5.34GB で、最適化後の合 
計ファイルサイズが 2.12GB なので、差し引き 3.22GB の領域が節約されて空き領域が増えるこ 
とを示しています。領域の節約割合の値は、（節約したサイズ/元の合計ファイルサイズ） x 100 
で計算される値です。この例では、 (3.22GB/5.34GB) x 100 = 60.2 と計算されるので、60と表示 
されています。節約割合の値は、0に近いほど節約効果が少なく、100に近いほど節約効果が高 
いことを示しています。 

④ データ重複除去の圧縮機能が無効の場合（デフォルト設定：有効）に、②の最適化対象ファイル 
に対して重複除去の最適化を実施した後の合計ファイルサイズ、および、節約されたサイズの見 
積もりとなります。 

⑤ 最適化対象外となったファイル数を示しています。この例では、55個のファイルが 32KB 未満の 
ファイルのために対象にならなかったことを示しています。 
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なお、ファイルデータが多い場合、 DDPEVAL.EXE の実行中は高い負荷と、データ量に応じて時間を要す 
ことが予想されます。実行に際しては、負荷の低い時間帯に行うなど配慮してください。もし 
DDPEVAL.EXE の実行を途中で中断する場合は、 [Ctrl+C] を入力してください。 

2.5.6 データ重複除去の適用 

データ重複除去機能のインストール後、実際にどのボリュームでデータ重複除去の有効化を指定する必要 
があります。 

なお、指定できるボリュームの要件については [2.5.2 システム 要件 】をご確認ください。 

また、データ重複除去は業務に影響を与える可能性がありますので、 [2.5.3 導入 設計 】をご確認ください。 

以下に、 D ボリュームにてデータ重複除去を有効化する手順を記載します。 


サーバ'ー マネージャーを起動します。起動直後はダッシュボードを表示しますので、下記の赤枠の 
[ファイルサービスと 記憶域 サービス] をクリックしてください。 



―八ーマネージ V— ► ダッシュボード 



タッシ ; L/f「P 


ローカルサーパー 


■■ すべてのサ-パ- 

ii ファイルサ—ビスと記惶域サ-ビス> 


サーノ r — マネー w —べよラこそ 


❶ この [ 
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サーパーマネージヤー 


ボリューム 



丄口 i X 


ツー； KT) 転 (v) AJ レブ (H) 



术リューム 

すべての浪 J ュ-ム I ett: 3 


Iタスク 


フィ M- 

r 

P 

® ▼ 




A 刺 ユ-ム 

綱 

77^)1 ラ AJ レ 

ヵビ… 

容星 

空き領域重複除去率 

重複除去による節約- 

』 FILESV1 

(3) 






¥¥?¥V 


システムで予約済み 

固定 

350 MB 

94.2 MB 


C: 


WSS2012 

固定 

232 GB 

224 GB 


1 D: 


データ 

固定 

465 GB 

465 GB 



D ドライブを選択して、右クリックでメニ 


共有 ,_, 

赖可徒な铺_連付け en ていません。 I タスク ▼ 1 


共有が聞連付け sn てしぼせん。 


新しい?^^… 

iSCSI 炉相ディスゎ… 

77ィルシステムエラ-のス抑ン 
方ィルシステムエラ-她復 

ドライブ文字お切アクセスパスの管理.. 
フォ-マット… 

ポリ ュ-ム 05 S 張… 

ボリュームの削除 


デ-夕重複除去の構成 


I 7□パティ 


① サーバーマネージヤーの 画面で、[ホ リューム] をクリックします。 

② 次に、 D ボリュームを選択し、右クリックでメニューを表示します。 

③ 表示されたメニューから[データ重複除去の構成]をクリックします。 
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2. ①〜⑤の確認•設定を実施後、 [0 K ] ボタンを押してください。 



① [データ重複除去を有効にする] 

有効化する場合はチェックボックスにチェックを入れます。（デフォルト設定：無効） 

② [次の期間経過したファイルを重複除去の対象とする（日数)] 

何日間以上アクセスされていないファイルをデータ重複除去の対象とするかを指定します。デフ 
ォルト設定は5日です。なお、0日に設定すると全ファイルが常に重複除去対象となってしまい 
ますので、テスト以外の目的で設定しないようにしてください。 

③ [除外するファイルの拡張子] 

重複除去の対象外とするファイルの拡張子を記入してください。 

④ この欄では、重複除去の対象外とするフォルダーを[追加]ボタンを押下して設定してください。 

⑤ [重複除去のスケジュールの設定] 

重複除去における最適化ジョブのスケジュ'ール設定を行います。なお、スケジュ'—ルはボリュ'— 
ム 毎に独立した設定ではなく、 システム 単位での設定となります。[重複除去のスケジュール設 
定]をクリックすると、下記の画面が表示されますので、⑥〜⑧を確認•設定後、 [0 K ] ボタン 
を押してください。 
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⑥ [バックグラウンドの最適化を有効にする] 

低い優先順位で実行されるデータ重複除去の最適化ジョブを有効にします(デフォルト設定：有 
効)。最適化ジョブは、開始日時の指定は無く、1時間毎に実行されます。また、 システムの 
負荷が高いときには最適化を自動的に一時停止します。 

⑦ [スルー プットの最適化を有効にする] 

通常の優先順位で実行されるデータ重複除去の最適化ジョブについてスケジュールを設定しま 
す（デフォルト設定：無効)。ジョブを実行する曜日と開始時刻と継続時間の指定が可能です。 
この最適化ジョブの実行中は、他のジョブの性能に影響を与える可能性がありますので、業務時 
間外となる開始日時と継続時間を指定してください。なお、日の指定は、曜日による指定のみで 
すので、たとえば毎月1日に実行する指定はできません。 

⑧ [スルー プットの最適化の2番目のスケジュールを作成] 

⑦と同様に最適化ジョブのスケジュールを設定する項目です（デフォルト設定：無効)。平日と 
休日で開始時刻を変えたい場合などに指定します。 


201 































iStorage NS の共有領域を管理する 


サー八ーマネージヤー 


«ボリューム 


サーパー 



口 | X 


ツール( I )表示00ヘ^プ ( H ) 



术リユーム 

すべて ®^ J ュ-ム I 韵： 3 


I タスク 


[2 ィ奶一 

L 刹ユ-ム 状態： W ルシステ 

』 FILESV1(3) 

¥¥?¥V システムで予* 

C ： WSS2012 


P ㊣ ▼ @ ▼ 


カビ… 

容星 

空き領域 


固定 

350 MB 

94.2 MB 


固定 

232 GB 

224 GB 


固定 

465 GB 

465 GB 

0% 




有効化を実行した直後は0%になっていますが、 

データ重複除去の最適化ジョブが実行されることにより, 


欠 ルレ ” 0 

^ ▼ 

擁湖連付け en ていません。 


Promise ST EX 4650 MD 2 SCSI Disk 
容星： 465 GB 


4. 上記画面にて D ホリュームを選択中に右クリックし、 [プロパティ] を選択すると、下記のような ホ 
リュームの プロパティを 表示します。重複除去が有効なボリュームでは、下記の右側の画面のよう 
に画面の下段に重複除去に関する情報が表示されるようになります。 



3. サーバーマネージャーの更新ボタンを押下して最新の状態に更新すると、データ重複除去が有効に 
なったボリュームは、下記の画面のようにボリュームー覧の[重複除去率]と[重複除去による節約 
量]の欄に値が表示されるようになります。 


usili 
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上記①は、バックグラウンドの最適化ジョプのスケジュールです。 

上記②は、ガベージコレクシヨンジョブのスケジュールです。 

上記③は、データスクラブジョブのスケジュールです。 

【 2.5.6 データ 重複除去の 適用 】に記載した サーバーマネージヤーの [重複除去 スケジュール]の 画 
面にて、 [スループットの 最適化] のスケジュールを 追加した場合は、上記の コマンドの 結果として 
「ThrouahputOptimization」 と 「ThrouahputODtimization-2」 が表示されます。 

2) 最適化 ジョブのスケジュール 変更に ついて 

最適化ジョブのスケジュールは、 【 2.5.6 データ重複除去の 適用 】に記載したサーバーマネージヤーの[重 
複除去スケジュール1の画面にて変更してください。 


2.5.7 スケジュールの変更 


データ重複除去機能をインストールすると、デフォルトで下記の3種類のスケジュールが設定されていま 
す。 

• 最適化ジョブ（パックグラウンド）：毎時45分に実行 

毎週土曜日2:45に実行 
毎週土曜日 3.45 に実行 


• ガベージ コレクション ジョブ： 

• デ ータスク ラブジョブ： 


1) スケジュールの 確認方法に ついて 

現在のスケジュールの状況を確認するには、以下の操作を行ってください。 


1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 




2. PowerShell にて 

Get-DedupSchedule 

を実行することでスケジュールを確認できます。下記の図は出荷時状態の実行例です。 


PS C：¥> Get-DedupScheduIe 

Enabled lype StartTime Days Name 


True Optimization BackgroundOptimization 
True GarbageCo11ection 2:45 Saturday Week IyGarbageCo11ection 
True Scrubbing 3:45 Saturday Week IyScrubbing 


①②③ 
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3) ガベージコレクションジョブとデータスクラブジョブのスケジュール変更について 

本ジョブの設定変更については 、 Powers hell から Set - DedupSchedule コマンドレットにて行う必要があ 
ります。 

コマン ドの書式は以下の通りです。 

Set - DedupSchedule スケジュール名オプション 
スケジュール名には、 WeeklyGarbageCollection または WeeklyScrubbing を指定します。 

オプション指定により様々な設定項目の変更を行えますが、ここでは下記3つの項目について変更方法を 
紹介します。 

1. スケジュールの有効/無効の変更 

2. スケジュールの曜日の変更 

3. スケジュールの時刻の変更 

上記以外のオプションの詳細に関しては PowerShell にて 
Get-Help Set-DedupSchedule 

を実行し、ヘルプを確認してください。 

1. スケジュールの有効/無効の変更 

スケジュールの有効/無効を変更する場合は、 Set - DedupSchedule のオプションに 「- Enabled ブー 
ル値」を指定し、以下のように入力します。 

Set-DedupSchedule スケジュール名 -Enable ブール値 
ブール値には、 $ True または $ False を指定します。 

$ True を指定するとスケジュールを有効化し、 $ False を指定するとスケジュールを無効化します。 

(例）ガベージコレクションジョブのスケジュールを有効から無効に変更する場合、以下を実行しま 
す。 

Set-DedupSchedule WeeklyGarbageCollection -Enable $False 


2. スケジュールの曜日の変更 

スケジュールの曜日を変更する場合は、 Set - DedupSchedule のオプションに 「- Days 曜日」を指定 
し、以下のように入力します。 

Set - DedupSchedule スケジュール名 - Days 曜日 

曜日に指定できるのは、 「 Monday , Tuesday , Wednesday , Thursday , Friday , Saturday , Sunday 」 のいずれ 

かです。複数指定する場合は、カンマで区切って列挙します。 
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(例）ガベージコレクションジョブの実行日時の曜日を「土曜日だけ」から「土曜日と日曜日」に変 
更する場合、以下を実行します。 

Set-DedupSchedule WeeklyGarbaaeCollection -Days Sunday,Saturday 


3. スケジュールの時刻の変更 

スケジュールの時刻を変更する場合は、 Set-DedupSchedule のオプションに 「-Start 時刻」を指定し、 
以下のように入力します。 

Set-DedupSchedule スケジュール名 -Start 時刻 
時刻は「3:45」や「23:00」のように24時間表記で指定します。 

(例）データスクラブジョブのスケジュールの時刻を「23:00」に変更する場合、以下を実行します。 

Set-DedupSchedule WeeklyScrubbing -Start 23:00 
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2.5.8 データ重複除去の中断 

一時的にハードディスクの負荷を減らしたい等の理由で、特定のボリュームだけ最適化ジョブを中断した 
V、場合、下記の手順を実行してください。 

なお、一度中断したボリュームは、再開を指定しない限りデータ重複除去の処理を実行することはありま 
せん。重複除去の処理を中断した場合、重複除去されたファイルが解除されて通常のファイルに戻ること 
はありません。また、中断中も重複除去されたファイルに対するアクセスは可能です。 

1. サーバー マネージヤーのボリュームー覧で、ボリュームを選択して、右クリックメニューから[デ 
ータ重複除去の構成]をクリックし、[データ重複除去を有効にする]のチェックボックスのチェッ 
クマークを消して、 [0K] ボタンをクリックします。 



なお、中断を解除する場合は、[データ重複除去を有効にする]のチェックボックスにチェックを 
入れます。 
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2. サーバーマネージヤーのボリューム ー覧で、 ボリュームを 選択して、右クリック メニューから [プ 
ロパティ] を クリックします。下記のプロパティ画面が表示されますので、[重複除去]欄が[無効] 
と表示されて いる こと を 確認します。 



207 
















iStorage NS の共有領域を管理する 


2.5.9 データ重複除去の中止(非最適化） 

データ重複除去が有効なボリュームに対して、データ重複除去を中止することを非最適化 (Unoptimization) 
と呼びます。ボリュームの非最適化を実施する場合、以下の手順を実施してください。 


【注意】 

この操作により、重複除去によって集約されているブロックサイズ分のデータがボリューム容量を消 
費するようになります。この操作を実施する前に、ボリュームの空き領域が十分にあることを確認し 
てください。空き領域が不足している場合、処理が失敗します。 

また、この処理は最適化されたファイル量に応じて処理時間を要し、処理中は高い負荷状態となりま 
すのでご注意ください。 


1. デスクトップ画面のタスクバーより、下記のアイコンをクリックして、 PowerShell を起動します。 

B 


2. PowerShell にて、 


Start-DedupJob Unoptimization ボリューム名 


を実行します。 

下記の画面は D ボリュームを非最適化する実行例です。なお、このコマンドは、バックグラウンド 
のタスクに非最適化の開始要求を送るだけですので、即座に完了します。 


PS C ： ¥Users¥Admimstrator> Start-DedupJob Unopt imizat ion d ： 

Type Schedu I eType St art Time Progress State Volume 

Unoptimization Manual 0 % Queued d ： 
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3. 前項 2 .の操作を実施後、実際の非最適化処理はバックグラウンドのタスクですぐに開始されます。 
なお、処理の完了には時間を要す場合があります。処理の進行度を確認するには、 PowerShell にて 


Get-DedupJob Unoptimization ボリューム名 


を実行します。 


下記の画面例では、 [Progress] 欄に表示されている [80%] が処理の進行度となります。 


PS し : ¥Users¥Administrator) bet-DedupJob Unoptimization d ： 




Type Schedu 1 eType 

StartTime 

Progress 

State 

Vo 1 ume 

Unoptimization Manual 

11:41 

80 % 

Running 

d: 


なお、本コマンドの実行結果がエラーになった場合は、既に処理が完了している場合もありますの 
で、次項 4 .を実施してください。 


4. バックグラウンドで実行されていた非最適化処理が完了すると、イベントログに完了通知が記録さ 
れますので、イベントビューアーにて確^•します。イベントビューアーを起動し、左画面のツリー 
ビューを[アプリケー シヨ ンとサービス ログ]- [Microsoft] - [Windows] - [Deduplication] の順に 
展開の上、 [Operational] をクリックし、下記の画面を表示します。 


ィペントビューアー 

: WMF ) 搔作 ㈧ 表示( V ) ~レブ ( H ) 


命 +1 u\m 
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5. 上記イベントー覧より、青色行のように[タスクのカテゴリ]欄が[データ重複除去非最適化タス 
ク]になっている情報 レベルの イベントを探してクリックします。 

上記の例のように、画面下段の[全般]タブに[データ重複除去サービスは、ボリューム D:¥ での 
非最適化をエラーなしで完了しました。]と表示されている場合は、非最適化処理が成功していま 
す。 


なお、非最適化処理が失敗した場合は、下記のように[レベル]欄がエラーになっている[タスクの 
カテゴリ]欄が[データ重複除去非最適化タスク]のイベントが登録されますので、画面下段のエラ 
ーメッセージ内容から失敗原因を確認してください。なお、下記の例では失敗原因はディスクの空 


き容量不足です。 


(£ ィペン トビユ-ァ- 

: WMF) 提柞⑷表示 (V) へ J レブ (H) 


♦ 岭 | ffltal Q n] 


> 〇 DatalntegritySc 八 

> S DateTimeContri 
a S Deduplication 

■ Diagnostic 
@ Operational 

■ Scrubbing 

> S DeviceSetupMal 

> IS DeviceSync 

> S Dhcp-Client = 

> S Dhcp-Nap-Enfon 


I Operational イぺン嗯： 768 

レ〜レ 
叮 ) 情報 

日付と時刻 

2013/01/29 11:44... 

ソース 

Data Deduplication 

ィペント ID 

6157 

タスクのカテ: PJ 

なし 

A 




厂 



(i | 憤 報 

2013/01/29 11:41... 

Data Deduplication 

6151 

乳 


① 情報 

2013/01/29 11:41... 

Data Deduplication 

6170 

13b 

V 

1<1 [ 1>1 



イベント 61U. Data Deduplication X 


> S DHCPv6-Client 
>13 Diagnosis-DPS 

> £2 Diagnosis-PCW 

> Q Diagnosis-PLA 

> S Diagnosis-Scripl 


全股詳細 





データ重袪除去サ '■• ビスは、ファイル "D ： ¥D ： ¥share1¥data¥1¥c.iso' v を辟最適化で • きませんで • した。エラー 
0x80070070 、 " ディスクに十分な空き領域がありません。 



T 。 



6. 非最適化の完了後、サーバーマネージャーを再起動して、ボリュ'ームー覧の表示を更新してくださ 

い0 
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2.5.10 重複除去状態のバックアップと回復 

データ重複除去を有効にしたボリュームは、通常のボリュームと同様に Windows Server バックアップに 
てバックアップ、および回復することができます。 Windows Server パックアップの一般的な利用方法に 
つきましては、 【 3.4 Windows Server バックア ップ 】を参照してください。 

ここでは、データ重複除去による最適化の利点を活かした、効果的な Windows Server パックアップの使 
用方法を紹介します。 

1) バックアップ時の効果的な利用方法 

パックアップ時に、最適化によって小さくなった状態を維持したままバックアップファイルを作成できま 
す。このとき作成されるバックアップファイルは小さなサイズとなり、パックアップファイルの保管場所 
のディスク消費量を削減できる利点と、パックアップにかかる時間が短くなる利点があります。最適化さ 
れた状態を維持したパックアップを行うためには、必ず対象のボリュームをボリューム単位でバックアッ 
プしてください。 


2) 回復時の効果的な利用方法 

冋復時に、最適化された状態を維持したままボリュームを回復できます。この場合、回復に使うパックア 
ップファイルは、上記1.に示した、最適化を維持した状態で作成されたバックアップファイルである必要 
があります。このような回復を行った場合、回復にかかる時間が短くなる利点と、回復直後から既にボリ 
ュームが最適化済みの状態になっているため、改めて最適化ジョブの実施が不要になる利点があります。 
最適化された状態を維持したままでハードディスク上に回復する際には、必ずボリューム単位で回復して 
ください。回復後に、下記の方法にてボリュームを認識させます。 

3) 回復後のボリューム認識方法 

1.Windows Server パックアップにて回復を実行した後、 PowerShell にて以下の コマンドを 実行します。 
なお、本 コマンドを 実施せずに サーバーマネージャーを 参照した場合、[重複除去 率] 欄と[重複除去 
による節約量]欄の値が正しく表示されない場合があります。 

Update-DedupStatus G : (G: は回復したボリューム名） 
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2. サーバーマネージャーにて更新ボタンを押下して最新の状態に更新すると、下記の図のように、[重 
複除去率]欄と[重複除去による節約量]欄に値が表示されます。 


rL 


サーパー 


サーバーマネージャー 




术 U ユーム 

I * すべて ュ - ム I 合計： 6 


フイ JW- 


A ボリューム 


P ® ▼ ® ▼ 


ファイルシステムラ … フ a 容星 


空き領域重複除去率重複除去による節約星 


_ RLESV1(6) 

C ： WSS2012 固定 232 GB 224 GB 

F: backup 固定 2.00 GB 1.47 GB 

¥¥?¥V システムで予約済み固定 350 MB 94.2 MB 


E ： 

D ： 


データ 2 
データ 


固定 1,024 MB 864 MB 69% 371 MB 

固定 202 GB 195 GB 98% 363 GB 
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2.5.11 注意事項 

以下に、データ重複除去の注意事項を記載します。 

• サードパーティ製のソフトウェア製品の中には、ベンダー独自のドライパーを組み込むことでファイ 
ルシステムの動作を監視したり、処理をフックする製品が存在します。主に、ウイルス対策ソフトウ 
ェア製品、パックアップソフトウェア製品、ファイルレプリケーシヨンソフトウェア製品、ファイル 
暗号化ソフトウェァ製品等が該当します。このような製品をご利用の際は、各ソフトウェァ製品が 

『Windows Storage Server 2012 Standard Edition のデータ重複除去機能』にて動作確認されているこ 
とを販売元にご確認ください。 

• 重複除去されたファイルを削除しても、即座にボリュームの空き容量に反映しません。これは仕様の 
動作です。このような動作となる理由は、ファイルを削除した場合、リパースポイントの参照リンク 
が削除されるだけで、参照先のコンテナファイル内のチャンクは削除されないためです。コンテナフ 
ァイル内の未使用チャンクは、週に1度実行されるガベージコレクションジョブにて回収され、この 
タイミングでボリュームの空き容量が更新されます。 

• データ重複除去が有効なボリュームの空き容量が0に近くなると、ファイルの読み取りが失敗するこ 
とがありますので、データ重複除去を有効にしたボリュームは、常に十分な空き容量を維持する運用 
を行ってください。 

參最適化された状態を維持したままバックァップを実施し、データ重複除去機能を有していない OS に 
てデータの回復を行うと、そのボリュームのデータをァクセスできなくなります。データ重複除去で 
最適化されたボリューム上のファイルに正しくアクセスするためには、データ重複除去機能のカーネ 
ルモードドライパー (dedup.sys) がインストールされている必要があります。 

• データ重複除去機能をァンインストールする場合は、事前に [2.5.9 データ重複除去の中止（非最適 
化 I】に記載した手順にて全てのボリュームの非最適化を実施した後に、サーバーマネージャー-[管 
理]-[役割と機能の削除]を実行してデータ重複除去機能をアンインストールしてください。 
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2.5.12 制限事項 

下記に記載したシステム構成による運用はサポートされません。 

• 重複除去の対象ファイル絞り込み条件を0日で運用した場合、最適化ジョブがいつまでも完了しなく 
なる可能性があります。従いまして、0日に設定した状態での運用をサポートしません。 

• ルートフォルダーに FSRM のハードクォータを設定しているボリュームをデータ重複除去の対象ボ 
リュームとすることはサポートしていません。 
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2.5. 13 PowerShell コマンドレット 

データ重複除去機能の詳細な管理が必要となる場合は、 PowerShell コマンドレットを利用します。 
データ重複除去を管理する PowerShell コマンドレットの一覧は以下のとおりです。 

コマンドレットー覧は PowerShell にて 
Get-Help dedup 

を実行することで表示できます。また、各コマンドレットの詳細につきましては PowerShell にて 
Get-Help コマンドレット名 -full 
を実行してヘルプの記載を参照してください。 


データ重複除去の有効化/無効化 

Enable-DedupVolume 

ボリュームのデータ重複除去を有効化します。 

Disable-DedupVolume 

ボリュームのデータ重複除去を無効化(中断)します。データ重 

複除去の処理が実行されないようになり、現在の状態を維持 

するようになります。 

ボリュ^ームの設定変更/設定表示/状態表示 

Set-DedupVolume 

ボリューム毎の設定項目を変更します。 

Get-DedupVolume 

ボリューム毎の設定項目を表示します。 

Get-DedupStatus 

ボリューム毎の状態を表示します。 

Update-DedupStatus 

現在の状態を計算し、ボリュームの状態を表示します。 

表示される項目は Get-DedupStatus と同じです。 

Get-DedupMetadata 

ボリュームの最適化状況を示すメタデータを表示します。 

フォルダー/ファイルの最適化状態の確認 

Measure-DedupFileMetadata 

指定したフォルダー配下の最適化状態を計算して表示しま 

す。特定のファイルを 1 つ指定することもできます。 

ジョブ管理 

Start-DedupJob 

ジョブを開始します。 

Stop-DedupJob 

ジョブを停止（キャンセル）します。 

Get-DedupJob 

ジョブの状態を確認します。 

スケジュール管理 

New-DedupSchedule 

新しいスケジュールを作成します。 

Remove-DedupSchedule 

スケジュールを削除します。 

Get-DedupSchedule 

スケジュールの設定項目を表示します。 

Set-DedupSchedule 

スケジュールの設定項目を変更します。 
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